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1 

 

1 令和 3 年度工事の状況 

(1) 浚渫工事位置 

令和 3年度の浚渫箇所は、図の赤い箇所で浚渫土量は 311m3である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹富南航路実施計画平面図

西表島

新城島

黒島

小浜島

竹富島

石垣島

大原

浚渫工法 浚渫箇所数 浚渫土量（㎥）

バックホウ 91箇所 311

BH グラブ

令和2年度迄施工箇所 56,377

令和3年度施工箇所 311 91 －

土量

（㎥）

箇所数
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(2) 令和 3年度のバックホウ浚渫（91箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船団構成（バックホウ浚渫） 

 

浚渫箇所に対応した BG 

凡 例 

：汚濁防止膜外 4 箇所 

：BG 

浚浚渫渫作作業業状状況況  

汚濁防止枠

(14m×14m) 

汚濁防止枠

(10m×10m) 

竹富南航路実施計画平面図

西表島
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竹富島
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浚渫工法 浚渫箇所数 浚渫土量（㎥）

バックホウ 91箇所 311

BH グラブ

令和2年度迄施工箇所 56,377

令和3年度施工箇所 311 91 －

土量
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2 環境監視項目と環境監視基準の設定 

(1) 環境監視項目 

令和 3 年度施工時における環境監視調査について、以下のとおり実施した。  

 

表 2-1 令和 3年度 環境監視調査の概要 

調査名 調査項目 調査頻度 調査地点 調査目的 

①汚濁防止対策

効果確認調査 

水の濁り 濁度 

透明度（鉛直） 

浚渫施工期間中（6 月

～9 月）の毎日。 

ただし、工事休業日は

除く。 

汚濁防止膜外 

：4 地点 

バックグラウンド 

(BG)：1 地点 

【汚濁防止対策効果

の確認】 

【環境の監視】 

 

②環境モニタリ

ング調査 

水の濁り 浮遊物質量（SS） 

濁度 

透明度（鉛直） 

毎月 1 回 

R3.5～R4.3(予定) 

 

浚渫域近傍点 

 

 

【環境の監視】 

サンゴの生息環境と

して水質を調査 

海域 

生物 

サンゴ注） 

SPSS 

藻類、浮泥堆積

状況 

施工期間の前後各 1 回 

施工前 R3.6.2,3 

施工後 R3.9.28,29 

浚渫域近傍点 

  

【環境の監視】 

工事によるサンゴへ

の影響を監視 

 

海域 

生態系 

底生生物 

大型底生生物 

魚類 

施工期間の前後各 1 回 

施工前 R3.6.2,3 

施工後 R3.9.28,29 

浚渫域近傍点 

  

【環境の監視】 

工事によるサンゴ礁

生態系に依存する生

物への影響を監視 

注）サンゴの生息環境の参考データとして透明度（水平）を測定。 

 

(2) 環境監視基準 

工事中の環境監視基準については、表 2-2 に示すとおり設定した。環境監視基準の

適用にあたっては、近年、石西礁湖において、白化やオニヒトデによりサンゴが衰退し

ている現状を踏まえ、本事業以外の要因により環境が劣化する可能性にも十分留意し

た。その際、環境省が実施している石西礁湖内での環境調査結果（モニタリングサイト

1000）を参考とした。本事業の影響により当該基準に適合しない場合は、工事を一時中

断した。 

表 2-2 環境監視項目と環境監視基準 

調査項目 環境監視基準 備   考 

①汚濁防止

対策効果確

認調査 

②環境ﾓﾆﾀﾘﾝ

ｸﾞ調査 

水の濁り 

 

浮遊物質量（SS） 

濁度 

 

BG＋2mg/L 以下※ 

 

 

水産用水基準※（バックグラウンド濃

度＋2mg/L）に準拠。 

濁度については SS に換算し、監視基

準と比較。 

②環境モニタ

リング調査 

海域生物 サンゴ 

海藻草類 

 

工事着手前の状況等と比較

して同程度の生息状況であ

ること 

高水温、オニヒトデ、病気の罹患等は

対象外とするため、石西礁湖全域のサ

ンゴの生息状況、台風等の自然現象を

踏まえて評価する。 

海域生態系 

（生態系の 

構成要素） 

底生生物 

大型底生生物 

魚類 

工事着手前の状況等と比較

して同程度の生息状況であ

ること 

台風等の自然現象を踏まえ、種類数や

個体数に加え、主な出現種の確認状況

を評価する。 

※「水産用水基準（社団法人 日本水産資源保護協会）」：本基準は、水生生物の生息環境として維持することが望

ましい基準として、初版が昭和 40 年に刊行、その後、新たな知見が加えられながら改訂が行われた。 
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(3) 浚渫期間前後の気象概況について 

浚渫期間前後を含む令和 3 年 5 月～11 月の平均気温、海面水温、降水量、風速につ

いて図 2-1 に示す。 

 

⚫ 浚渫開始直後の 6 月 20 日より海面水温 30℃以上が確認されたが、7 月、8 月の海

面水温は 30℃に達しておらず、9 月 2 日から 9 月 25 日の数日間、30℃以上の水温

が確認された。 

⚫ 浚渫期間中は台風が 4 個接近しており、最大瞬間風速 30m/s 以上の台風は台風 6

号、台風 14 号であった。 

⚫ 日降水量が 100mm は越えなかったが、降水量が 90mm/日以上と比較的多かったのは

台風 6 号、台風 14 号が接近している日であった。 

⚫ 浚渫期間中に浚渫箇所周辺では、降雨に伴う陸域からの濁りは確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 浚渫期間前後の気象状況 

 

注）気象庁ホームページ（石垣島）の引用及び沖縄気象台のデータより作成。
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3 汚濁防止対策効果確認調査 

(1) 調査イメージ 

汚濁防止対策の効果を確認するため、濁りの調査を行った。 

 

（汚濁防止膜周囲 4地点） 

汚濁防止膜周囲 4 地点については、濁りが流出していないかを監視した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 調査イメージ 

 
 

(2) 調査内容 

①  調査項目 

濁度（機器） 

油脂類等の海上への流出、濁り拡散状況（目視） 

 

②  調査期日 

浚渫施工期間中（6 月～9 月）の毎日。ただし、工事休業日は除く。 

汚濁防止枠＋汚濁防止膜 

BG（対照点） 
 

浚渫範囲 

【平面図】 

管理基準点 
 

海底面 

menn 

海面 

menn 

汚濁防止枠＋汚濁防止膜 

【断面図】 

D.L.－3m 

浚渫船 

BG（対照点） 
 

管理基準点 
 

南側 

西側 

東側 

北側 
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③  調査地点 

浚渫施工箇所の 4 地点 （汚濁防止膜外 4 地点） 

BG の 3 地点 （工事影響の及ばない対照域 3 地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 水質監視地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 水質監視調査地点位置 

 

④  調査手法 

油脂類等の海上への流出及び濁り拡散状況については、常時目視により行った。 

濁度については、現地にて濁度計による測定を行い、SS に換算した。 

凡 例 

●：汚濁防止膜外 4 箇所 

 ：BG 

 
浚渫箇所に対応した BG 
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(3) 調査結果 

①  施工期間中の濁りの監視状況 

汚濁防止膜外 4 箇所における測定は浚渫工事中の 66 日間（6 月 14 日～9 月 26 日）

実施した。 

汚濁防止膜外 4 箇所における超過回数は、884 回中 3 回（0.3%）であり、基準値の

超過は、北側で 221 回中 2 回（0.9%）、西側で 221 回中 1 回（0.5%）が確認された（表 

3-1）。 

 

表 3-1 水質監視結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  濁り沈静待ちの状況 

濁りが基準を超過した場合には、速やかに工事を中断し、濁りが沈静化するまで再

開しないこととしている（図 3-4）。 

本年度は、浚渫終了後の超過であったため、工事の一時中断は行っていない。 

表 3-2、図 3-5 のとおり濁り沈静待ちを実施しておらず、濁りが発生する可能性が

ある場合の自主中断についても、資図 5、資表 10 に示すとおり実施しなかった。 

調査期日：令和3年6月14日～9月26日

竹富南航路浚渫工事 竹富南航路浚渫工事

調査日数 66

全体 3 /884 0.3%

東側 0 /221 0.0%

西側 1 /221 0.5%

南側 0 /221 0.0%

北側 2 /221 0.9%

測定結果 上層 中層 下層

BG1のSS換算値平均(mg/L) 0.6 0.6 0.6

BG2のSS換算値平均(mg/L) 0.8 0.8 0.8

BG3のSS換算値平均(mg/L) 0.7 0.7 0.7

SS換算値 全体 0.8 0.8 0.8

(mg/L) 東側 0.8 0.8 0.8

通常時平均 西側 0.7 0.8 0.8

南側 0.7 0.8 0.8

北側 0.8 0.8 0.8

SS換算値 全体 1.4 5.0 4.3

(mg/L) 東側 - - -

超過時平均 西側 1.9 2.7 2.5

南側 - - -

北側 1.2 6.1 5.3
注）BG、移動のみ測定した日は除く。

超過回数と
超過率
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図 3-4 工事の実施と中断フロー 

 

表 3-2 濁り沈静待ちした日数 

工事を一時中断し 

濁り沈静待ちした日数 
中断回数 浚渫工事実施日 

0 日 0 回 66 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 令和 3年度工事の中断時間（濁り沈静待ち） 

 

③  浚渫開始前の状況 

浚渫開始前については、全て浚渫作業基準評価値内であった。 

0時間00分

1時間30分

3時間00分

4時間30分

6時間00分

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 30 1 2 3 4 5 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 28 29 30 31 12 14 15 16 17 18 19 20 21 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 6 7 8 9 16 17 18 19

6月 8月 9月

中
断
時
間

調査期日

中断時間

  朔（新月）      上弦の月      望（満月）      下弦の月 

 

船団周囲 4 地点の計測 

評価基準値以下 

浚渫工事の実施 

工事中断 

YES 

船団周囲 4 地点の計測 

評価基準値以下 

YES 

NO 

NO 

1 時間後 

速やかに 速やかに施工業者へ 

浚渫作業の中断依頼 

施工業者へ評価基準値

以下であることを伝達 

 

合計時間：0 時間 00 分 
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④  浚渫中 

本年度の浚渫箇所は 1 区間、3 区間、4 区間、7 区間であるが、航路の拡幅（1 区間）

やサンゴ礫質の浚渫（7 区間）の浚渫枠数が多かった。 

また、浚渫時間が 1 時間に満たない場合がほとんどであったため、浚渫中の測定が

無い場合は、浚渫直後である浚渫終了 1 回目の測定を「浚渫中」として集計した。 

バックホウ浚渫の超過率は、平成 27～29 年度、令和元年度 0～8.8%であるのに対し

て令和 3 年度の超過率は 0.8%と低い値であり、他の工法も含め、超過率が低かった（表 

3-3）。工事業者が実施した取り組み等を踏まえ、本年度に超過が少なかった主な要因

について整理した。 

なお、濁りの漏出が確認された日の状況は、資図 1～資図 3、資表 2～資表 6 に整

理した。 

表 3-3 年度別の浚渫中における超過率の比較 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

注）1.グラブ浚渫およびバックホウ工法の結果を含む（平成 26年度はグラブ浚渫+バックホウ工法）。 

2.平成 29 年度、令和元年度～令和 3 年度の結果は、浚渫中および浚渫直後の測定結果を集計した。 

 

(ア) 浚渫方法の改変について 

航路の必要水深を確保するために、汚濁防止膜を展張せずに岩盤を撤去し吊り上

げる方法を 91 枠中 26 枠実施している（図 3-6）。これらは作業中に濁りがほとんど

発生せず、周囲も常に浚渫作業評価基準値内であるため、浚渫期間中の超過率を低

下させるのに寄与した。また、非常に短時間（概ね 10 分～20 分）での施工であっ

たため、1 日で複数個所を実施可能（例：1 枠目：岩盤吊り上げ→移動→2 枠目：バ

ックホウ浚渫）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 バックホウを使用した濁りが発生しない浚渫方法（岩盤吊り上げ） 

調査期日：令和3年6月14日～9月26日

年度 超過回数 / 測定回数 超過率

平成24年度 150 /1,288 11.6%

平成25年度 102 /1,312 7.8%

平成26年度 54 /920 5.9%

平成27年度 36 /664 5.4%

平成28年度 33 /448 7.4%

平成29年度 40 /452 8.8%

平成30年度 21 /172 12.2%

令和元年度 18 /368 4.9%

令和２年度 0 /396 0.0%

令和３年度 3 /364 0.8%

浚渫中の
超過回数
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(イ) 区間ごとの浚渫時間について 

本年度の区間ごとの浚渫時間をみると、全区間で平均 23 分間と短時間であり、浚

渫箇所が多かった 1 区間、7 区間においても 19 分、26 分と非常に短時間であった（図 

3-7）。最も浚渫時間が長かったのは 3 区間であるが、2 枠のみであり、平均で 47 分

であった。浚渫時間が短時間であれば濁りの発生量も抑えられ、汚濁防止膜外に漏

出する量も減少し、濁りの沈静にかかる時間も少なかったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 浚渫場所別の平均浚渫時間 

(ウ) 浚渫土量について 

浚渫土量は図 3-8 のとおり、1 枠あたり 3.4 ㎥と少なく、浚渫時間も全体平均で

23 分と短かった。また、岩盤の吊り上げ等、過年度に濁りが生じない浚渫方法によ

り浚渫を行っていたため、濁りの発生自体が少なかったと考えられる。 

 

表 3-4 年度別の浚渫箇所及び特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 1枠あたりの浚渫土量と超過率の経年変化 

19分

47分

26分
23分

00分

10分

20分

30分

40分

50分

60分

1区間 3区間 7区間 全区間

平
均
浚
渫
時
間

浚渫場所

浚渫時間

H24 H25 H26 H30 H26 H27 H28 H29 R01 R02 R03

・広範囲を
連続した
浚渫枠に

て浚渫
・死サンゴ
礫が多い
底質

・広範囲を
連続した
浚渫枠に

て浚渫
・砂 泥質
の底質。
一部岩盤
の掘削

・広範囲を
連続した
浚渫枠に

て浚渫

・ 周 辺が
水深のあ
る大型の

離礁天端
を掘削
・や や大
型の岩礁
を掘削

・ 2,3,7 区
間の広範
囲に点在

した岩礁
を浚渫

・既 存航
路の拡幅
及び 2区

間の岩礁
を浚渫。

・既 存航
路の拡幅
(特に流速

が大きい
場所)
・ 2,3 ､6区
間の岩礁
域を浚渫

・2区間：死サン
ゴ礫中心の底質
・4～6区間：大

型の岩礁の掘削
(微地形が存在)
・3区間：過年度
の浚渫箇所周
辺(砂泥質)

・3区間の
岩礁域
・7区間(主

に仲間港
周辺)の岩
礁の浚渫

・ 1～ 6区
間に点在
する岩礁

を浚渫

・航路の拡
幅(1区間)や
サンゴ礫質

の未達点の
浚渫(7区間)
・3区間、4区
間の岩礁域
を浚渫

グラブ浚渫 バックホウ浚渫

注）1.各年度の浚渫土量は各工事の施工計画書より引用。

    2.平成29年度、令和元年度～令和3年度の結果は、浚渫中および浚渫直後の測定結果を集計した。
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平成 29 年度に超過率が高かった要因としては、浚渫による地形の変化や汚濁防止

膜底面における微地形の存在により、汚濁防止膜が海底面に沿って着底させるのが

難しいことや汚濁防止膜の下部の死サンゴ礫の隙間が存在することから、濁りが発

生したものと考えられた（図 3-9）。また、汚濁防止膜底面より大きい岩盤の一部を

浚渫していたため、潮流等によるわずかな変化でも汚濁防止膜に間隙が生じた可能

性があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）「第 11 回石西礁湖における航路 

整備技術検討委員会資料」より引用。 

 

 
 

 

図 3-9 平成 29 年度の浚渫工事で確認された濁りの発生要因（微地形の存在） 

 

(エ) 汚濁防止膜ウェイトチェーンカバー 

過年度の浚渫工事では、汚濁防止膜下部の微地

形より濁水が漏出する現象が確認されており、主

な超過要因となっていた。本年度の浚渫工事で

は、令和 2 年度に引き続き、汚濁防止膜下部のウ

ェイトチェーンをカバーで覆うことにより、膜と

ウェイトチェーン及びチェーンの隙間を防ぎ、濁

りの漏出を防止していた（  図 3-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 3-10 汚濁防止膜下部のウェイトチェーンカバー 
 

濁りの漏出防止を含めた環境保全措置は、表 3-5 に示すとおり、年々工夫しなが

ら実施されている。 

カバー装着状況 ウェイトチェーンカバー 

サンゴ礫中心の底質 

 

汚濁防止膜 

微地形 

ウェイトチェーン 

微地形より漏出する濁りの発生状況 
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表 3-5 浚渫中の超過状況の改善と環境保全措置の改良状況の比較 

年度 浚渫工法 浚渫枠数 浚渫土量 

浚渫中の超過状況 環境保全措置の実施状況 

超過回数 

/測定回数 
超過率 

汚濁防止枠・膜に係る対策 濁水の処理 
水中ｻﾝﾄﾞ

ﾎﾟﾝﾌﾟ 
浚渫工法の工夫 ｿﾌﾄ対策 台船からの漏水防止対策 

概要 改良点 概要 概要 概要 概要 改良点 概要 

H24 グラブ浚渫 67 箇所 15,913㎥ 150/1,288 11.6%  

・膜の二重構造を確保する

ため、緩衝材等を設置 

・中間ﾌﾛｰﾄとウェイトチェ

ーンの設置 

・膜海底部の不陸対策 

・汚濁防止膜の維持管理 

－  

・高分子ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾀｰによる濾

過方式(グラブ浚渫時の

み)と、高分子凝集剤によ

る沈殿剤処理方式の 2 方

式を併用  

・使用  

・密閉型ｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄの使

用等による濁り発生の

低減 

・傾斜板の設置による汚

濁防止枠外への濁水流

出防止 

・水平制御システムの利

用や、押さえ仕上げ鉄

板の使用等による作業

効率化による濁り発生

の低減 

（工法は工事業者の選択

による）。 

・ﾛﾝｸﾞｱｰﾑ仕様ﾊﾞｯｸﾎｳ（必

要に応じて追加ｱｰﾑ）に

よる施工範囲の確保 

・浚渫工法の変更（岩盤

の吊上げ作業） 

 

・水質監視業者による

中断勧告 

・施工ﾀｲﾐﾝｸﾞの調整 

（流速測定により浚渫

回避時間帯の把握）  

－  

・土堤等の設置 

・余剰濁水の処理 

（石垣港新港地区での釜

場処理） 

・台船重心の均等化 

H25 

グラブ浚渫 86 箇所 18,870㎥ 

102/1,322 7.8% 

・不陸対策ウェイトチェーンの

汚濁防止膜被覆 

・緩衝材の改良 

・濁水流出防止対策として、空

中部にカーテン設置 

・使用 ・工事業者による自主中

断 

バックホウ浚渫 

人力削岩 

水中サンドポンプ 

 

24 箇所 

8 箇所 

1 箇所 

（中断） 

試験施工 

H26 

グラブ浚渫 49 箇所 9,950 ㎥ 

54/920 5.9% 

・緩衝材の改良（ﾚｷﾞﾝｽｸﾘｭｰ） 

・汚濁防止枠のふかれ防止対策

として単管を設置 

・使用 ・浚渫箇所の事前確認 

（ｻﾝｺﾞの有無） 

・浚渫箇所の明確化 

（バックホウ運転手によ

る目視確認） 

バックホウ浚渫 107箇所 904㎥ 

H27 バックホウ浚渫 74 箇所 1,961 ㎥ 36/664 5.4% 

・過年度を踏襲 

・単管を角パイプに変更 

 

 
・使用 ・ﾛﾝｸﾞｱｰﾑﾊﾞｯｸﾎｳの使用 

・深場浚渫の際にｽﾊﾟｯﾄﾞ

台船横付けによる浚渫

台船の固定 

・浚渫工法の変更（岩盤

の吊上げ作業） 

 ・過年度を踏襲 

H28 バックホウ浚渫 59 箇所 2,498 ㎥ 33/448 7.4% 

 ・過年度を踏襲 

・単管類は使用せず汚濁防止膜

下部の補強 

 

 ・使用  ・施工の自主中断の強化  

H29 バックホウ浚渫 93 箇所 651㎥ 40/452 8.8%注 2 
 ・過年度を踏襲  ・準備注 3  ・過年度を踏襲  

H30 バックホウ浚渫 13 箇所 5,090 ㎥ 21/172 12.2% 

 ・過年度を踏襲  ・準備注 3 ・密閉型ｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄの使

用等による濁り発生の

低減 

 ・過年度を踏襲  

R01 バックホウ浚渫 89 箇所 500㎥ 18/368 4.9%注 2 

 ・汚濁防止膜のチェーンは着底

させるが、カーテンは垂れな

いよう、調整し設置 

 ・準備注 3 ・ﾛﾝｸﾞｱｰﾑﾊﾞｯｸﾎｳの使用 

・深場浚渫の際にｽﾊﾟｯﾄﾞ

台船横付けによる浚渫

台船の固定（R01 のみ

実施） 

・浚渫工法の変更（岩盤

の吊上げ作業） 

 ・過年度を踏襲 

(自主中断は実施せず) 

 

R02 バックホウ浚渫 98 箇所 40 ㎥ 0/396 0%注 2 

 ・R01 のカーテン長調節を踏襲 

・ｳｪｲﾄﾁｪｰﾝにｶﾊﾞｰを装着し、間

隙を減少させた状態で設置 

 ・準備注 3    

R03 バックホウ浚渫 91 箇所 311㎥ 3/364 0.8%注 2 

  ・準備注 3    

注）1.改良点は前年度からの主な改良点を示す。次年度以降踏襲した場合には記載していない。 

2.平成 29 年度、令和元年度、令和 2 年度、令和 3 年度は浚渫時間が 1 時間未満のケースが多かったことから、浚渫直後の測定結果も合わせて集計した。 

3.平成 29,30 年度、令和元年度、令和 2 年度、令和 3 年度は汚濁防止枠内への浮泥の堆積がみられなかったことから、稼働していない。 

 

 



 

-13- 

4 環境モニタリング調査 

(1) 水の濁り 

1) 調査内容 

①  調査項目 

浮遊物質量（SS）、濁度、透明度（鉛直） 

 

②  調査手法 

浮遊物質量（SS）については、試料を採取後、試験室に持ち帰り、定められた方法

（JIS K 0102 14.1）に従って分析を行った。濁度については、現地にて濁度計による

測定を行い、SS に換算した。透明度については、透明度板により鉛直方向の測定を行

った。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 4-1 調査イメージ 

 

①  調査地点 

対照域（St.2,4）及び浚渫域周辺（St.1,3） 

浚渫工事で発生した濁りにより、サンゴの生息環境としての水質に影響が出ていな

いかを把握できるよう浚渫範囲（航路）の近傍に配置した。 

 

②  調査時期 

毎月 1 回 

R3.5～R4.3 

（一部分析中） 

 

 

 

 

 

 

 

注）サンゴ群集定点調査、底生生物調査、大型底生生物・魚類調査と同地点である。 

                     図 4-2 水質調査地点位置 

 

航路近傍のサンゴ礁 

浚渫範囲 

【平面図】 

海底面 

menn 

海面 

menn 

【断面図】 

航路近傍のサンゴ礁 

浚渫域近傍点 
 

浚渫域近傍点 
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2) 調査結果 

浚渫域周辺（St.1,3）では、工事期間中及びその後において、水質が悪化すること

はなく、浚渫工事の影響と思われる変化は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3対照域（St.2,4）、浚渫域周辺（St.1,3）における SSの経月変化 
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注）定量下限値未満（<1mg）は 0.5mg/L として表記した。 
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注）定量下限値未満（<1mg）は 0.5mg/L として表記した。 

 

注）定量下限値未満（<1mg）は 0.5mg/L として表記した。 
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図 4-4 対照域（St.2,4）、浚渫域周辺（St.1,3）における濁度の経月変化 
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(2) 海域生物 

1) 調査内容 

①  調査項目 

サンゴ類については、生息状況の他、濁りが発

生した場合に想定される SPSS の変化やサンゴへ

の浮泥堆積状況も調査した。 

 

②  調査手法 

サンゴ類は、分布状況を船上目視観察とマンタ法やスポットチェック法に準じた手

法による潜水観察及び写真撮影により実施した。SPSS は持ち帰り分析を行った。 

また、スキューバ方式のダイバーが潜水し、5m×5m コドラート内の状況を観察した。 

その際、サンゴの生息状況として、被度の他、白化や病気の状況や稚サンゴの加入

状況についても観察を行った。さらに、濁りが発生した場合に想定される浮泥の堆積

やサンゴに付着する藻類についても調査を行った。 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 4-5 調査イメージ 

③  調査地点 

対照域（St.2,4）及び浚渫域周辺（St.1,3） 

浚渫工事により発生した濁りにより、サンゴに影響が出ていないかを把握できるよ

う、浚渫範囲（航路）の近傍の地点を基本として配置した。 

 

④  調査時期 

浚渫施工前後各 1 回 

の計 2 回 

施工前  R3.6.2,3 

施工後  R3.9.28,29 

 

 

 

 

 
注）水質調査、底生生物調査、大型底生生物・魚類調査と同地点である。 

                図 4-6 サンゴ群集定点調査地点位置 
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2) 調査結果 

①  サンゴ類 

(ア) 生息状況（被度・種類数） 

⚫ 竹富島東側 

浚渫前後のサンゴ類の全体被度は、対照域（St.2）で 15%、浚渫域周辺（St.1）

で 15%であり、変化はみられなかった。また、出現種類数、主な出現種についても

大きな変化はみられなかった（資表 11 及び資表 12）。 

対照域（St.2）では、令和 2 年 11 月より浚渫前の令和 3 年 6 月にかけて部分的に

ホソエダアナサンゴモドキの被度がやや低下しており、これに伴って全体被度が 5%

低下していた。同地点の他のサンゴ類は特に変化が見られないことから、病気によ

る被度低下の可能性が考えられた。 

浚渫域周辺（St.1）では浚渫後に直径 5 ㎝以下の稚サンゴが枠内での複数確認（サ

ンゴ加入度Ⅱ：＜5 群体/㎡）や、台風の影響とみられる破片化や移動が確認された

以外は大きな変化は見られなかった。 

以上より、浚渫域周辺（St.1）において、「工事着手前の状況と比較して、同程

度の生息状況であること」という環境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7(1） 対照域（St.2）におけるサンゴ類被度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7(2） 浚渫域周辺（St.1）におけるサンゴ類被度の経年変化 
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⚫ 竹富島西側 

浚渫前後のサンゴ類の全体被度は、対照域（St.4）では 15%と変化はみられなく、

浚渫域周辺（St.3）では 15%から 20％に増加していた。また、出現種類数、主な出

現種についても大きな変化はみられなかった（資表 13 及び資表 14）。 

対照域（St.4）では、外力によるサンゴ類の破損や破片化、流出や加入が確認さ

れた。浚渫域周辺（St.3）においても破損が散見されており、令和 3 年 6 月～8 月

に接近した台風のうち、6 号や 9 号の影響である可能性があると考えられた。台風 6

号の最大瞬間風速は 38.1m/s、北北西であり、台風 9 号の最大瞬間風速は 34.6m/s、

南であった 

サンゴ類の破損が散見されたものの、全体被度は増加していたため、浚渫域周辺

（St.3）において、「工事着手前の状況と比較して、同程度の生息状況であること」

という環境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8(1) 対照域（St.4）におけるサンゴ類被度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8(2) 浚渫域周辺（St.3）におけるサンゴ類被度の経年変化 
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表 4-1(1) 浚渫施工前後の比較（対照域：St.2） 

対照域 【浚渫前】令和 3 年 6 月 3 日 【浚渫後】令和 3 年 9 月 28 日 

コドラート 

スケッチ 

5m×5m 

 

※凡例は同

一箇所撮影

に記載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

全体撮影   

同一箇所 

撮影 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

②

③

①

➡

➡

➡

A

④➡

A

A

A

②

③

①

➡

➡

➡

④➡

凡　例

： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属

： ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属

： ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属

： ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

： ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属

 ： ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

： 死サンゴ

： ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

： ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

： ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属

：5㎝未満の ﾐﾄﾞﾘｲｼ属
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表 4-1(2) 浚渫施工前後の比較（浚渫域周辺：St.1） 

浚渫域周辺 【浚渫前】令和 3 年 6 月 2 日 【浚渫後】令和 3 年 9 月 28 日 

コドラート 

スケッチ 

5m×5m 

 

※凡例は同

一箇所撮影

に記載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

全体撮影 

 

  

同一箇所 

撮影 

  

  

  

  

②
③ ④

A

➡

A

A

A

A A

A

A A
A

A

A

➡ ➡

➡①

A

A

A

②
③ ④

A

➡

A

A

A

A A

A

A A
A

A

A

➡ ➡

➡①

A

A

A

A

A

A

凡　例

： ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

： ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属

： ｷｸﾒｲｼ属

： ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属

： ｱﾅｻﾝｺﾞ属

： ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

： ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

： ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属

： ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

： ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属

： ｷｯｶｻﾝｺﾞ属

： ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ属

： ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

： ﾉｳｻﾝｺﾞ属

： ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属

： ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属

： ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属

： ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属

： ﾙﾘｻﾝｺﾞ属

：5㎝未満の ﾐﾄﾞﾘｲｼ属

： ﾅｶﾞﾚﾊﾅｻﾝｺﾞ属

： 死サンゴ

 ： ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属
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表 4-2 浚渫施工前後の比較（対照域：St.4） 

対照域 【浚渫前】令和 3 年 6 月 2 日 【浚渫後】令和 3 年 9 月 29 日 

コドラート 

スケッチ 

5m×5m 

 

※凡例は同

一箇所撮影

に記載 

  

全体撮影 

 

  

同一箇所 

撮影 

  

  

  

  

➡④

➡③

➡

②➡

①

➡④

➡③

➡
②➡

①

： ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

： ﾉｳｻﾝｺﾞ属

： ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

： ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属
： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属
： ｱﾅｻﾝｺﾞ属

： ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属
： ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ属
： ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属

： ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属

： ｷｸﾒｲｼ属
： ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

： ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

 ： ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

凡　例

： 死サンゴ

： ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属

： ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

： ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属

： ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属
： ｷｯｶｻﾝｺﾞ属
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表 4-2(2) 浚渫施工前後の比較（浚渫域周辺：St.3） 

浚渫域周辺 【浚渫前】令和 3 年 6 月 2 日 【浚渫後】令和 3 年 9 月 28 日 

コドラート 

スケッチ 

5m×5m 

 

※凡例は同

一箇所撮影

に記載 

  

 

全体撮影 

 

  

同一箇所 

撮影 

  

  

  

  

➡

➡

➡
④

②➡

③

①
➡

➡

➡
④

②

➡

③

①

： ﾑｶｼｻﾝｺﾞ属

凡　例

： ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ属

： ｱﾅｻﾝｺﾞ属
： ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

： ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属
： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属

： ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ属
： ｼｺﾛｻﾝｺﾞ属
： ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属
： ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲｼ属
： ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ属
： ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属

： 死ｻﾝｺﾞ

： ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属
： ﾉｳｻﾝｺﾞ属
： ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

 ： ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属
： ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属
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(イ) 白化状況 

浚渫期間中に船上よりサンゴ類の白化状況等を確認した際、視認できる程度の大

きな変化は確認されなかった（表 4-3）。 

 

表 4-3(1) 当該海域におけるサンゴ類の白化状況 

地点 
サンゴ類の白化状況 

6月 9日確認 7月 8日確認 

竹
富
島 

東
側 

対照域 

(St.2) 

 

  

浚渫域

周辺 

(St.1) 

  

竹
富
島 

西
側 

対照域 

(St.4) 

  

浚渫域

周辺 

(St.3) 

  

注)1.調査は水質調査に合わせて実施。 

2.箱メガネを用いた船上からの目視観察や 5mスタッフの先端に取り付けた水中カメラによってサンゴ群体を撮影。 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 白化なし 

白化なし 
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表 4-3(2)  当該海域におけるサンゴ類の白化状況 

地点 
サンゴ類の白化状況 

8月 4日確認 9月 6日確認 

竹
富
島 

東
側 

対照域 

(St.2) 

 

  

浚渫域

周辺 

(St.1) 

  

竹
富
島 

西
側 

対照域 

(St.4) 

  

浚渫域

周辺 

(St.3) 

  

注)1.調査は水質調査に合わせて実施。 

2.箱メガネを用いた船上からの目視観察や 5mスタッフの先端に取り付けた水中カメラによってサンゴ群体を撮影。 

 

 

白化なし 白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 

白化なし 
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②  サンゴ類の生息環境 

(ア) 水平透明度 

水平透明度の調査結果を表 4-4 に示す。 

地点ごとに増減はあるものの、全ての地点においてサンゴの成育に必要である水

平透明度 8m 注)1（基準 1）を満足していた。 

また、対照域（St.2）及び浚渫域周辺（St.1）では、浚渫後のみ 50%のサンゴ被

度を保つのに必要な指標である水平透明度 14m 注)2（基準 2）を満足していた。対照

域（St.4）及び浚渫域周辺（St.3）は浚渫前後ともに水平透明度は 14m 未満であっ

たが、浚渫域周辺、対照域ともに同様の低下状況を示していたため、自然現象によ

る変動であると考えられた。 

 

表 4-4 水平透明度測定結果 

単位：m 

調査実施日 
天

候 

測定地点 
サンゴの生息環境の評価に 

参考となる基準 

竹富島東側 竹富島西側 【基準 1】注)1 

サンゴの生育

に必要である

水平透明度 

【基準 2】注)2 

50%のサンゴ被度

を保つのに必要な

水質環境のひとつ

である水平透明度 

対照域 

St.2 

浚渫域

周辺

St.1 

対照域 

St.4 

浚渫域

周辺

St.3 

浚渫施工前 
（令和 2 年 6 月 1 日） 

曇 14.0 18.6 － － 

8 14 

浚渫施工後 
(令和 2年 11 月 25) 

晴 19.5 15.2 － － 

浚渫施工前 
（令和 3 年 6 月 2,3 日） 

曇 13.6 13.2 12.3 13.0 

浚渫施工後 
(令和 3年 9月 28,29 日) 

晴 14.4 14.2 11.2 12.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-9 水平透明度の調査方法 

 

(イ) 浮泥の堆積状況 

対照域（St.2、St.4）、浚渫域周辺（St.1、St.3）ともに浚渫施工前から浚渫施工

後にかけて、浚渫工事による浮泥の堆積は認められなかった。 

注）1.仲宗根ら（2009）｢礁池における濁りの指標｣ 沖縄県衛生環境研究所報第 43 号. 

2.金城ら（2011）「礁池内の栄養塩および濁りの現状とこれらがサンゴの生息状況に及ぼす影響」 

第 14 回日本サンゴ礁学会講演要旨集 
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(ウ) SPSSの状況 

浚渫域周辺の SPSS は、浚渫後はランクが変化無し又は改善傾向にあったが、対照

域は、いずれもやや悪化している状況であった。いずれの調査地点も過去の周辺域

の SPSS とほぼ同ランクであったため、浚渫工事による浮泥の堆積はなかったと考え

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10 SPSS の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典)環境省自然環境局生物多様性センター(2021)｢2020 年度西表石垣国立公園石西礁湖及びその近隣海域におけるサ

ンゴ礁モニタリング調査報告書｣ 

 

図 4-11 令和 2年度における石西礁湖とその周辺における SPSSランク 

浚渫施工箇所周辺 
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～5a) 

4

5a

4
4

5a

4 4

5a

6
5b

5a
5b

0

1

2

3

4

5

6

7

8

R2.6
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対照域（St.4）
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(3) 海域生態系 

1) 調査内容 

①  調査項目 

サンゴ礁生態系の構成要素 （底生生物、大型底生生物、魚類） 

 

②  調査手法 

底生生物は、スミスマッキンタイヤ型採泥器（バケ

ット部 22cm×22cm）を用いて、1 調査点当たり 3 回（採

泥面積 0.15 ㎡）表層泥を採取した。採取した海底の

表層泥を 1mm メッシュのふるいで濾し、ふるい上の生

物を試料として中性ホルマリンで固定した。その後、

光学顕微鏡を用いて同定、計数し、湿重量を計測した。 

大型底生生物及び魚類は、調査地点において、ダイバーが 30 分間の潜水目視観察を

行い、種別出現概数等を記録した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 4-12 調査イメージ 

③  調査地点 

対照域（St.2,4）及び浚渫域周辺（St.1,3） 

浚渫工事により発生した濁りにより、サンゴ礁生態系の構成要素に対して影響が出

ていないかを把握できるよう浚渫範囲（航路）の近傍の地点を基本として配置した。 

 

④  調査時期 

浚渫施工前後各 1 回の 

計 2 回 

施工前 R3.6.2,3 

施工後 R2.9.28,29 

 

 

 

 
 

 

注）水質調査、サンゴ群集定点調査と同地点である。 

 

                図 4-13 調査地点位置 

 

航路近傍のサンゴ礁 

浚渫範囲 

海底面 

menn 

海面 

menn 

【平面図】 【断面図】 

航路近傍のサンゴ礁 
浚渫域近傍

点 
 

浚渫域近傍

点 
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2) 調査結果 

①  底生生物 

竹富島東側では、対照域（St.2）、浚渫域周辺（St.1）

ともに種類数が減少していたが、対照域（St.2）は、

浚渫前後ともに節足動物門、環形動物門、軟体動物門

が中心の組成であり、浚渫域周辺（St.1）の出現種は、

浚渫前後ともに節足動物門及び環形動物門が中心の

組成であった。 

竹富島西側では、対照域（St.4）及び浚渫域周辺（St.3）ともに浚渫後に種類数が

減少していたがこれらの減少の要因として、季節的な変動や、浚渫前～浚渫後までに

接近した台風による底質の攪乱が考えられる。SPSS の結果では、St.3、St.4 で値に大

きな変化があり、地形により懸濁物質の堆積や掃流があったと考えられる。また、前

述の「サンゴ群集定点調査」においても St.3、St.4 でサンゴ群集の形状が部分的に変

化しており、底質が動いたことが考えられる。 

以上より、浚渫域周辺（St.1、St.3）において、「工事着手前の状況と比較して、同

程度の生息状況であること」という環境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-14(1) 対照域（St.2）及び浚渫域周辺（St.1）における浚渫前後の出現種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-14(2) 対照域（St.4）及び浚渫域周辺（St.3）における浚渫前後の出現種類数 
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②  大型底生生物 

竹富島東側では、対照域（St.2）、浚渫域周辺（St.1）

で、ともに浚渫後に増加していた。 

竹富島西側では、対照域（St.4）は増加していた

が、浚渫域周辺（St.3）は、浚渫前の 56 種類から浚

渫後には 49 種類に減少した。浚渫域周辺（St.3）で

確認されなかったのは概ね浚渫前に 1～5個体と稀に

出現する種類が多かった（資表 20）。そのため、浚渫前後で種組成に大きな変化は

みられなかったと考えられる。 

以上より、「工事着手前の状況と比較して、同程度の生息状況であること」という

環境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-15（1） 対照域（St.2）及び浚渫域周辺（St.1）における浚渫前後の出現種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-15（2） 対照域（St.4）及び浚渫域周辺（St.3）における浚渫前後の出現種類数 
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③  魚類 

竹富島東側では、対照域（St.2）、浚渫域周辺（St.1）ともに浚渫後に増加していた。

竹富島西側においても、対照域（St.4）、浚渫域周辺（St.3）ともに浚渫後に増加して

いた。いずれの調査地点においても主な分類群に特徴的な変化はなかったが、主にそ

の他の分類群が増加していた。 

その他の分類群で主に増加していたのは、サンゴ礁域を回遊するタカサゴ科や、ア

イゴ科等であった。 

以上より、「工事着手前の状況と比較して、同程度の生息状況であること」という環

境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-16(1) 対照域（St.2）及び浚渫域周辺（St.1）における浚渫前後の出現種類数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-16(2) 対照域（St.4）及び浚渫域周辺（St.3）における浚渫前後の出現種類数 
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④  魚類の注目種 

St.1 及び St.2 はサンゴ生育型が「Ⅳ 特定種優占型」であるためサンゴ生育型「Ⅰ 

枝状ミドリイシ優占型」に特化した注目種は参考データとして示した。 

出現種類数は、浚渫施工前と浚渫施工後を比較して、対照域（St.2、St.4）、浚渫域

周辺（St.1、St.3）ともに、増加及び減少した注目種は、いずれも rr（1～5 個体）の

範囲が多く、浚渫前後において、注目種の出現状況に大きな変化はなかったと考えら

れる。 

以上より、浚渫域周辺（St.1、St.3）において、「工事着手前の状況と比較して、同

程度の生息状況であること」という環境監視基準を満たしていると考えられた。 

 

表 4-5 魚類注目種出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.4（浚渫前）              St.1（浚渫後） 

図 4-17 注目種の生息状況 

 

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

1区間 7区間

調査地点

和名 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後

1 ｽｽﾞｷ ﾋﾒ ﾞ ｵ ﾞｻﾝ rr rr rr rr

2 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ﾐｽ ﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr + r c + c rr +

3 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r r + r r + rr

4 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c + c r + r +

5 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c r + r r rr r

6 ﾍﾞﾗ ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ r r r c rr r rr r

7 ﾆｻﾞﾀﾞｲ ｺｸ ﾝｻｻﾞ ﾐﾊｷﾞ rr rr rr rr

8 ｻｻﾞ ﾐﾊｷﾞ rr rr rr r rr rr rr rr

8 7 8 7 6 6 7 7

9 ｽｽﾞｷ ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ﾐｽ ﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr rr rr

10 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr rr rr rr rr

11 ﾍﾞﾗ ｸｷﾞﾍﾞﾗ rr

12 ｸﾛﾍﾞﾗ rr rr rr

13  ﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ rr rr rr rr

1 1 1 4 4 4 3 2
注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

　　2.St.1～4はサンゴ生育型が「Ⅳ特定類優占」であるため、「特徴的な種」は参考データとして示す。

合計種類数

St.3 St.4

典型的な
魚種

合計種類数

St.1 St.2

注目種 番号 目 科

特徴的な
魚種

ネッタイスズメダイ ミスジチョウチョウウオ 
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5 次年度以降実施する環境保全措置について 

環境監視の結果、工事の影響と思われる大きな変化は確認されなかったため、環境

上の問題はないと考えられる。本年度で浚渫事業は終了するが、今後の維持浚渫を実

施する際には、これまでと同等の保全措置を確実に実施し、維持管理を行う必要があ

る。 
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●水質監視結果概要 

 

資表 1 水質監視結果概要（浚渫中～浚渫 1時間後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和3年6月14日～9月26日

竹富南航路浚渫工事

調査日数 66

全体 3 /364 0.8%

東側 0 /91 0.0%

(浚渫中) 西側 1 /91 1.1%

南側 0 /91 0.0%

北側 2 /91 2.2%

全体 0 /264 0.0%

東側 0 /66 0.0%

(浚渫終了後) 西側 0 /66 0.0%

南側 0 /66 0.0%

北側 0 /66 0.0%
BG1環境監視基準平均(mg/L) 2.6 2.6 2.6
BG2環境監視基準平均(mg/L) 2.8 2.8 2.8
BG3環境監視基準平均(mg/L) 2.7 2.7 2.7

測定結果 上層 中層 下層

SS換算値 全体 0.8 0.8 0.8

(mg/L) 東側 0.8 0.8 0.8

通常時平均 西側 0.7 0.8 0.8

(浚渫中) 南側 0.8 0.8 0.8

北側 0.8 0.8 0.8

SS換算値 全体 0.8 0.8 0.8

(mg/L) 東側 0.8 0.9 0.8

通常時平均 西側 0.7 0.8 0.8

(浚渫終了後) 南側 0.7 0.8 0.8

北側 0.8 0.8 0.9

SS換算値 全体 1.4 5.0 4.3

(mg/L) 東側 - - -

超過時平均 西側 1.9 2.7 2.5

(浚渫中) 南側 - - -

北側 1.2 6.1 5.3
注）1.浚渫中の測定が無い場合は、浚渫終了1回目を浚渫直後とし、

　　　浚渫中と合算して整理した。

　　2.岩盤吊り上げ作業は、浚渫中とした。

超過回数と
超過率

超過回数と
超過率
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○令和 3年 6月 20日の例 

令和 3 年 6 月 20 日は、7 区間、No.78,80 における浚渫である。No.78 を岩盤吊り上

げにより浚渫を行い、No.80 の浚渫をバックホウにて行った。岩盤吊り上げについて

は浚渫作業基準評価値内であったが、バックホウについては、浚渫終了直後に濁りが

発生し、基準を超過した。浚渫終了 1 時間後は清澄な状況まで濁りが低下していた。 

工事業者による汚濁防止膜の点検結果によると、濁り発生時の状況は、うねりは弱

く、流速も大きくない状況であった。濁り漏出の要因は、「汚濁防止膜下部の死サンゴ

礫の隙間より漏出」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）1.BG 測定、膜上げ・移動時の状況は除く。 

2. 吊り上げに要した時間は 5 分程度としている。 

 

資図 1 SS換算値と浚渫工事の実施状況 

（令和 3年 6月 20日、台船北側） 
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浚渫工事

水質監視

(周囲4点測定)

時刻
岩盤吊上

浚渫工事

システム稼働

浚渫中

浚渫前

終了後

0

1

2

3

4

5

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00

S
S換

算
値
(㎎

/L
)

時間

北側 上層

北側 中層

北側 下層

基準値 上層

基準値 中層

基準値 下層

浚渫枠No. 80 78

浚渫時間 80/ 8:25 (吊り上げ：5分程度)

78/ 10:00 ～ 10:35 (0：35)

工事中断時間 無し

上層 中層 下層

2.8 2.8 2.8 (mg/L)
浚渫作業基準評価値

80 

78 
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資表 2 水質監視結果（令和 3年 6月 20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注）1.潮は気象庁ホームページ、潮汐観測資料の干潮・満潮時間より記載。 

2.-は浚渫前(バックグラウンド)または無しを示す。 

 

資表 3 令和 3年 6月 20日の海面の状況 

測定ﾀｲﾐﾝｸﾞ 台船南側の状況 SS換算値 

浚渫中 1 回目 

(岩盤吊り上げ)

8 時 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.8mg/L 

0.7mg/L 

0.7mg/L 

浚渫前 

9 時 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.7mg/L 

0.8mg/L 

0.8mg/L 

終了後 1 回目 

10 時 

 

上層： 

中層： 

下層： 

1.2mg/L 

3.2mg/L 

3.1mg/L 

終了後 2 回目 

(浚渫 1 時間後) 

11 時 

 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.8mg/L 

1.0mg/L 

0.9mg/L 

注）表内の赤い網掛け及び赤字は超過を示す。 

SS換算値
上層 中層 下層 判定

2021/6/20 7:48 下げ潮 BG BG3 曇 9 S 2 1 29.4 5.6 strong green 水深以上 0.8 0.8 0.8 - - -
2021/6/20 80 8:24 下げ潮 浚渫中1回目 E 晴 8 NE 1 1 30.7 5.4 strong green 水深以上 0.7 0.8 0.9 ○ - -
2021/6/20 80 8:26 下げ潮 浚渫中1回目 N 晴 8 NE 1 1 30.7 5.3 strong green 水深以上 0.8 0.7 0.7 ○ - -
2021/6/20 80 8:27 下げ潮 浚渫中1回目 W 晴 8 NE 1 1 30.7 5.5 strong green 水深以上 0.7 0.7 0.8 ○ - -
2021/6/20 80 8:29 下げ潮 浚渫中1回目 S 晴 8 NE 1 1 30.7 6.0 strong green 水深以上 0.7 0.8 1.0 ○ - -
2021/6/20 78 9:50 上げ潮 浚渫前 E 晴 6 SE 2 1 30.7 4.0 strong green 水深以上 0.8 0.8 1.0 ○ - -
2021/6/20 78 9:51 上げ潮 浚渫前 N 晴 6 SE 2 1 30.7 4.3 strong green 水深以上 0.7 0.8 0.8 ○ - -
2021/6/20 78 9:53 上げ潮 浚渫前 W 晴 6 SE 2 1 30.7 5.1 strong green 水深以上 0.7 0.9 0.9 ○ - -
2021/6/20 78 9:55 上げ潮 浚渫前 S 晴 6 SE 2 1 30.7 4.5 strong green 水深以上 0.9 0.9 1.0 ○ - -
2021/6/20 78 10:49 上げ潮 終了後1回目 E 晴 4 SE 3 2 31.6 4.9 strong green 水深以上 0.7 0.8 0.9 ○ - -
2021/6/20 78 10:50 上げ潮 終了後1回目 N 晴 4 SE 3 2 31.6 4.2 vivid green 水深以上 1.2 3.2 3.1 × - 有
2021/6/20 78 10:52 上げ潮 終了後1回目 W 晴 4 SE 3 2 31.6 4.8 strong green 水深以上 0.9 0.9 0.9 ○ - -
2021/6/20 78 10:54 上げ潮 終了後1回目 S 晴 4 SE 3 2 31.6 4.4 strong green 水深以上 0.8 1.0 1.1 ○ - -
2021/6/20 78 11:33 上げ潮 終了後2回目 E 晴 7 SE 3 2 31.4 5.1 strong green 水深以上 0.7 1.0 0.9 ○ - -
2021/6/20 78 11:35 上げ潮 終了後2回目 N 晴 7 SE 3 2 31.4 3.4 strong green 水深以上 0.8 1.0 0.9 ○ - 有
2021/6/20 78 11:37 上げ潮 終了後2回目 W 晴 7 SE 3 2 31.4 4.9 strong green 水深以上 0.7 0.8 1.1 ○ - -
2021/6/20 78 11:39 上げ潮 終了後2回目 S 晴 7 SE 3 2 31.4 4.7 strong green 水深以上 0.9 0.7 0.9 ○ - -

気温
（℃）

水深
（ｍ）

枠No. 時刻 潮汐
測定

ﾀｲﾐﾝｸﾞ
地点 天気 備考調査期日 水色

透明度
（ｍ）

油膜
有無

濁り
有無

雲量 風向 風力
風浪
階級
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資表 4 濁り発生時及び収束時の汚濁防止膜の点検結果（令和 3年 6月 20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

B

C

D

A
濁りの発生位置

A 汚濁防止枠 右側面
B 汚濁防止枠 外側
C 汚濁防止枠 左側面
D 汚濁防止枠 浚渫船近く

浚渫日 6月20日

浚渫枠 78

浚渫時間 10:00～10:35

工事中断時間 無し

確認時間 11:03

うねりによる海面の状態 波高2m未満
濁りの発生位置
(A～D)

B

濁り発生個所数 1

濁りの発生範囲(規模) 幅1m以上3m未満

流れ ほぼ0ノット

発生場所の流向(8方位) N

写真 近景

汚濁防止膜 汚濁防止膜のふかれ 無

濁りの発生状況 概要 ・汚濁防止膜下部の死サンゴ礫の隙間より漏出

確認時間 14:00頃

うねりによる海面の状態 -

収束時の流向(8方位) -

写真 近景

汚濁防止膜 汚濁防止膜のふかれ 無
濁りが発生していた
場所の状況

収束時の状況 -

注）-は記録なしを示す。

濁り収束確認時の
状況

濁り発生位置
および規模
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○令和 3年 9月 7日の例 

令和 3 年 9 月 7 日は、1 区間、No.15 における浚渫である。浚渫直後に北側（航路側）

の SS 換算値が最大 9.0 ㎎/L まで上昇したが、浚渫 1 時間後には低下した。この超過

では、海面上に濁りは確認されなかったものの、北側、西側の中層及び下層で超過が

確認された。 

この濁りは、喫水 2.6m の貨客カーフェリーが直前に通過しており、この船の航行に

より生じた可能性があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）BG 測定、膜上げ・移動時の状況は除く。 

 

資図 2 SS換算値と浚渫工事の実施状況（令和 3年 9月 7日、船団北側、西側） 

浚渫枠No. 15

浚渫時間 15/ 8:50 ～ 9:10 (0:20)

工事中断時間 無し

上層 中層 下層

2.6 2.6 2.7 (mg/L)
浚渫作業基準評価値

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

浚渫工事

水質監視

(周囲4点測定)

時刻
浚渫工事

システム稼働

浚渫中

浚渫前

浚渫後

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

S
S換

算
値
(㎎

/L
)

時間

北側 上層

北側 中層

北側 下層

西側 上層

西側 中層

西側 下層

基準値 上層

基準値 中層

基準値 下層

15 
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この超過が航行船舶によるものかを確認するため、9 月 9 日に台船周囲で濁りが確

認されていない上状況で、同様の貨客カーフェリーが通過した直後に航跡上で計測を

行ったところ、下層で 10.5 ㎎/L の値が確認された。台船北側は航路に面しており、

前日浚渫した浚渫枠 No.17 が西側に隣接していた。 

カーフェリーのような喫水の深い船が浚渫直後の枠周辺を通過する際、海底面に堆

積した浮泥が巻きあげられる可能性と、一時的に汚濁防止膜が動き、濁りが漏出した

可能性がある。喫水が深い船舶が航路内を航行する機会は限られており、少なくとも

40 分以内には清澄な状況となっているため、周辺への濁りの影響は大きくないと考え

られる。 

なお、通常の連絡船や漁船、ダイビング船等の航行では濁りの発生は確認されてい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）この直前（測定 4分前）に台船周囲で濁りは確認されていない。 

 

資図 3 令和 3年 9月 9日測定直前の状況 

 

 

測定時の海面状況 

N 

測定箇所 
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資表 5 水質監視結果（令和 3年 9月 7日、9月 9日） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注）1.潮は気象庁ホームページ、潮汐観測資料の干潮・満潮時間より記載。 

2.-は浚渫前(バックグラウンド)または無しを示す。 

 

 

資表 6 令和 3年 9月 7日の海面の状況 

測定ﾀｲﾐﾝｸﾞ 台船北側の状況 SS換算値 台船西側の状況 SS換算値 

浚渫前 

12 時 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.8mg/L 

0.7mg/L 

0.6mg/L 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.7mg/L 

0.7mg/L 

0.6mg/L 

終了後 1 回目 

13 時 

 

上層： 

中層： 

下層： 

1.1mg/L 

9.0mg/L 

7.5mg/L 

 

上層： 

中層： 

下層： 

1.9mg/L 

2.7mg/L 

2.5mg/L 

終了後 2 回目 

(浚渫 1 時間後) 

14 時 

 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.7mg/L 

0.7mg/L 

0.9mg/L 

 

上層： 

中層： 

下層： 

0.8mg/L 

0.7mg/L 

0.8mg/L 

注）表内の赤い網掛け及び赤字は超過を示し、緑字は超過ではないが 2.0 ㎎/L 以上を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日 枠No. 時刻 潮汐
測定

ﾀｲﾐﾝｸﾞ
地点 天気 雲量 風向 風力

風浪
階級

気温
（℃）

水深
（ｍ）

水色
透明度
（ｍ）

上層 中層 下層 判定
油膜
有無

濁り
有無

備考

2021/9/7 7:36 下げ潮 BG BG1 晴 3 SE 1 1 29.7 6.5 strong green 水深以上 0.6 0.6 0.7 - - -
2021/9/7 15 8:32 下げ潮 浚渫前 N 晴 3 SE 2 1 29.8 7.0 strong green 水深以上 0.8 0.7 0.6 ○ - -
2021/9/7 15 8:34 下げ潮 浚渫前 W 晴 3 SE 2 1 29.8 5.4 strong green 水深以上 0.7 0.7 0.6 ○ - -
2021/9/7 15 8:35 下げ潮 浚渫前 S 晴 3 SE 2 1 29.8 5.1 strong green 水深以上 0.6 0.5 0.7 ○ - -
2021/9/7 15 8:36 下げ潮 浚渫前 E 晴 3 SE 2 1 29.8 7.0 strong green 水深以上 0.6 0.7 0.8 ○ - -
2021/9/7 15 9:35 下げ潮 終了後1回目 N 晴 3 SE 2 1 29.9 6.5 strong green 水深以上 1.1 9.0 7.5 × - -
2021/9/7 15 9:37 下げ潮 終了後1回目 W 晴 3 SE 2 1 29.9 4.9 strong green 水深以上 1.9 2.7 2.5 × - -
2021/9/7 15 9:39 下げ潮 終了後1回目 S 晴 3 SE 2 1 29.9 4.8 strong green 水深以上 0.7 0.6 1.1 ○ - -
2021/9/7 15 9:40 下げ潮 終了後1回目 E 晴 3 SE 2 1 29.9 6.6 strong green 水深以上 0.7 0.7 0.7 ○ - -
2021/9/7 15 10:16 下げ潮 終了後2回目 W 晴 2 SE 2 1 29.9 4.0 strong green 水深以上 0.8 0.7 0.8 ○ - -
2021/9/7 15 10:17 下げ潮 終了後2回目 S 晴 2 SE 2 1 29.9 4.4 strong green 水深以上 0.9 0.9 0.8 ○ - -
2021/9/7 15 10:18 下げ潮 終了後2回目 E 晴 2 SE 2 1 29.9 5.9 strong green 水深以上 0.7 1.0 0.7 ○ - -
2021/9/7 15 10:20 下げ潮 終了後2回目 N 晴 2 SE 2 1 29.9 6.1 strong green 水深以上 0.7 0.7 0.9 ○ - -

2021/9/9 18 9:27 下げ潮 ｶｰﾌｪﾘｰ航跡上 N 晴 3 E 3 2 30.0 7.1 strong green 水深以上 0.7 1.5 10.5 - - -
台船周囲で
は超過無し



 

資8 

●過年度との比較 

〇移動時の濁り発生頻度の低減 

資表 7 に示すとおり、移動時における濁り発生頻度は低減されており、本年度は浚

渫中以外の濁りの拡散はほとんどみられなかったと考えられる。本年度は移動時の濁

りは確認されなかった。 

 

資表 7 過年度との比較（移動時および膜上げ時の濁り発生状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇浚渫時の流速について 

資表 8 のとおり、令和 3 年度の流速の測定は、浚渫時（浚渫時間が短いため、前後

15 分以内も含む）の流速と、浚渫時以外の流速と大きな違いはみられなかった。 

平成 28 年度に実施した近隣の 1 区間の流速が、平均 0.53m/s と非常に大きかったが、

令和 3 年度の浚渫箇所は、1 区間西側が中心であり平均 0.20m/s と、流速の影響が過

年度や他の区間とほぼ同等の場所が多かったと考えられる（資表 9、資図 4）。 

 

資表 8 浚渫中と浚渫時以外における平均流速 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26BH H26G H27BH H28BH H29BH H30G R01BH R02BH R03BH

70 62 73 79 78 20 72 60 69

膜上時 1 47 0 0 0 0 0 0 0

移動時 17 51 5 4 1 2 1 0 0

平均 2.2 8.5 - - - - - - -

最大 3.1 34.6 - - - - - - -

平均 8.5 18.5 8.0 10.7 3.3 17.5 4.9 - -

最大 22.3 168.0 22.4 31.8 6.5 28.4 5.8 - -
注）1.「BH」はバックホウ工法、「G」はグラブ浚渫を示す。

　　2.平成26年度は全工事の集計を示す。

工事年度・工法

水質監視日数

発生回数

SS換算値(mg/L)
膜上時

SS換算値(mg/L)
移動時

集計項目 流速(m/s)

施工年度
平成26年度
(第4次)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

浚渫時平均 0.23 0.21 0.43 0.24 0.09 0.15 0.22 0.21

浚渫時以外平均 0.28 0.28 0.57 0.31 0.10 0.14 0.18 0.21

注）1.上下層の流速も平均している。

　　2.令和2,3年度の浚渫時は、浚渫時間前後15分以内を抽出した。バックホウ浚渫実施時の値。

　　3.平成26年度竹富南航路浚渫工事(第4次)、平成25年度竹富南航路浚渫工事の潮流観測記録より作成。

　　　平成28年度竹富南航路浚渫工事の潮流観測記録(7/25～10/27)より作成。

　　　平成29年度竹富南航路外1件浚渫工事の潮流観測記録より作成。

　　　平成30年度は「2.3流況観測」結果より作成。浚渫外は浚渫日のうち、浚渫中を除く。

　　　平成30年度竹富南航路浚渫工事の潮流観測記録より作成。

　　　令和2年度竹富南航路浚渫工事の潮流観測記録より作成。

　　　令和2年度竹富南航路浚渫工事（第2次）の潮流観測記録より作成。
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資表 9 区間別の浚渫中と浚渫時以外における平均流速 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H2 

 

H28浚渫箇所（1区間）            R2浚渫箇所（1区間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3浚渫箇所（1区間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 4 1区間における流速（平成 28年度、令和 2年度、令和 3年度の比較） 

集計項目 流速(m/s)

施工区間 1区間 3区間 7区間

浚渫時平均 0.20 0.19 0.22

浚渫時以外平均 0.18 0.21 0.23

注）1.上下層の流速も平均している。

　　2.浚渫時間前後15分以内を抽出した。バックホウ浚渫実施時の値。

　　3.令和2年度竹富南航路浚渫工事（第2次）の潮流観測記録より作成。

注）上下層の流速を平均した値。

0.53m/s

0.26m/s 0.20m/s

0

0.5

1

1.5

2

(m
/s

)

施工年度

浚渫中流速

平均流速

H28 R2 R3
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【平成 24年度】 

 

 

 

 

 

 
 

【平成 25年度】 

 

 

 

 

 

 
 

【平成 26年度】 

 

 

 

 

 

 
 

【平成 27年度】 

 

 

 

 
            
【平成 28年度】 

 

 

 

 

 

 

 
注）1.濁りの沈静化及び濁り発生防止を目的とした中断時間を示す（超過を伴わない自主中断時間も含まれる）。 

  2.1 日に複数回中断した場合は、1 日の合計時間を示す。 

資図 5(1) 平成 24年度～令和 3年度における工事の中断時間（濁り沈静待ち） 
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0時間00分

1時間30分

3時間00分

4時間30分

6時間00分
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【令和 2年度】 

 

 

 

 

 

 

【令和 3年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）1.濁りの沈静化及び濁り発生防止を目的とした中断時間を示す（超過を伴わない自主中断時間も含まれる）。 

  2.1 日に複数回中断した場合は、1 日の合計時間を示す。 

 

資図 5(2) 平成 24年度～令和 3度における工事の中断時間（濁り沈静待ち） 
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資表 10 平成 24年度～令和 3年度における工事の中断時間（濁り沈静待ち） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）沖縄気象台よりデータ提供 

 

資図 6 海面水温の平年比較 

 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

浚渫工事延べ日数 67 130 115 71 69

浚渫期間中断時間 68時間44分 76時間55分 41時間18分 31時間32分 41時間31分

1日当たり中断時間 1時間1分 35分 21分 26分 36分

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

浚渫工事延べ日数 76 18 72 59 66

浚渫期間中断時間 11時間17分 20時間04分 0時間00分 0時間00分 0時間00分

1日当たり中断時間 8分 1時間6分 0分 0分 0

注）複数工事日数を合算した延べ日数工事数を示す
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本年度、当該海域の石西礁湖に接近した台風は、6 月の 3 号、7 月の 6 号、8 月の 9、

12 号、9 月の 14 号であった。 

このうち、台風 6、14 号は最大瞬間風速が 30m/s を超えた。台風 6 号は、令和 3 年

7 月 23 日に、台風 14 号は、令和 3 年 9 月 12 日に当該海域に最接近し、最大瞬間風速

はそれぞれ 38.1m/s、33.2m/s で風向は北北西、南であった。 

同日の沿岸波浪実況図によると、台風 6 号最接近時には石西礁湖近海においても波

高 6m のしけ、台風 9 号、14 号最接近時には波高 4m のしけとなっていた可能性があっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁ホームページ 

資図 7 八重山諸島に接近した台風経路 
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  （出典：気象庁ホームページ） 

【台風 3号の沿岸波浪実況図及び速報天気図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  （出典：気象庁ホームページ） 

【台風 6号の沿岸波浪実況図及び速報天気図】 

速報天気図(6月 5日 9時) 沿岸波浪実況図(6月 5日 9時) 速報天気図(6月 5日 9時) 

速報天気図(7月 23日 9時) 沿岸波浪実況図(7月 23日 9時) 
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  （出典：気象庁ホームページ） 

【台風 9号の沿岸波浪実況図及び速報天気図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （出典：気象庁ホームページ） 

【台風 12号の沿岸波浪実況図及び速報天気図】 

速報天気図(8月 7日 9時) 沿岸波浪実況図(8月 7日 9時) 

沿岸波浪実況図(8月 22日 9時) 速報天気図(8月 22日 9時) 
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  （出典：気象庁ホームページ） 

【台風 14号の沿岸波浪実況図及び速報天気図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿岸波浪実況図(9月 12日 9時) 速報天気図 9月 12日 9時) 
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資図 8 SSの経月変化（浚渫域周辺 St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 9 濁度の経月変化（浚渫域周辺 St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 10 SSの経月変化（対照域 St.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 11 濁度の経月変化（対照域 St.2） 
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資表 11(1) サンゴ類調査結果 

 調査期日：令和3年6月2、3日【浚渫前】   

調査期日：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察 　　　　　

単　　位：％

項目 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
ｻﾝｺﾞ類被度(%) 15 15 15 15 15 20 15 15
死亡被度(%) + + 5 + + + + +
白化被度(%) 0 0 0 0 + + + +
種名＼ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類被度(%) 0 0 + 0 0 + 0 0

1 ﾑｶ ｻﾝｺﾞ + +
2 ﾋﾒﾑｶ ｻﾝｺﾞ + + +
3 ﾊ  ｻｲｻﾝｺﾞ + + + + +
4 ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊ  ｻｲｻﾝｺﾞ + +
5 ﾄｹﾞｻﾝｺﾞ + + + + + + + +
6  ｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ + + +
7 ﾋﾒｲﾎﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + +
8 ﾓﾘｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + +
9 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + +

10 ﾄｹﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + + + + + +
11 ｸﾞﾘｾｱｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + + +
12 ﾄｹﾞ ﾀﾞｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + +
13 ｻﾎﾞ ﾝｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + + + +
14 ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ + +
15 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状） + + + + + + + +
16 ﾏｲｸﾛﾄｹﾞﾐﾄﾞﾘｲ + +
17 ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲ + +
18 ﾌﾄ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + +
19   ﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲ +
20 ｵ ﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + + +
21 ｺﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲ +
22 Acropora verweyi +
23 ﾄｹﾞｽｷﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + +
24 ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + + +
25 ﾊｲｽｷﾞﾐﾄﾞﾘｲ + +
26 ｺ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + + 10 15 + +
27 ｺｲﾎﾞﾐﾄﾞﾘｲ +
28 ｵﾄﾒﾐﾄﾞﾘｲ + +
29 ﾊｲﾏ ﾐﾄﾞﾘｲ + + + + 5 5
30 ｳｽ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + + + +
31 ﾀﾁﾊ ｶﾞｻﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + + +
32  ﾝｸﾞﾐﾄﾞﾘｲ +
33 ﾊ ﾊﾞﾁﾐﾄﾞﾘｲ + +
34 ｸ ﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + +
35 ﾊ ｶﾞｻﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + + + +
36 ﾎｿ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ + + + +
37  ｯｺﾐﾄﾞﾘｲ + +
38 ﾎｿ ﾞ ﾐﾄﾞﾘｲ + + + + +
39   ﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + +
40 ﾏﾙ ﾞ ﾐﾄﾞﾘｲ + + + + + +
41 ｻﾎﾞ ﾝﾐﾄﾞﾘｲ + +
42 ﾐﾄﾞﾘｲ 属 + + + + + + + +
43 ｱ ｻﾝｺﾞ + + + + + +
44 ｾﾝﾍﾞｲｱ ｻﾝｺﾞ + +
45 ﾕﾋﾞ ﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ + + +
46 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） + + +
47 ﾊ ｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 + +
48 ﾄｹﾞｱﾐﾒｻﾝｺﾞ + +
49 ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ + + +
50  ﾜ ｺﾛｻﾝｺﾞ + + + + + + +
51  ｺﾛｷｸﾒｲ + +
52  ｺﾛｻﾝｺﾞ属 + +
53  ﾜﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ + +
54  ﾀｻﾞﾗｸｻﾋﾞﾗｲ + + + + + +
55 ﾉｺｷﾞﾘｸｻﾋﾞﾗｲ + + + + + +
56 ﾋﾗﾀｸｻﾋﾞﾗｲ + +
57  ﾐｸｻﾋﾞﾗｲ + + + + +
58 ｿﾞｳﾘｲ + +
59 ｸｻﾋﾞﾗｲ 属 + + +
60 ﾄｹﾞｸｻﾋﾞﾗｲ + + + +

注）+は5%未満を示す。

7区間
St.1 St.2 St.3 St.4

番号

調査地点
1区間
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資表 11(2)  サンゴ類調査結果 

 

 

調査期日：令和3年6月2、3日【浚渫前】   

調査期日：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察 　　　　　

単　　位：％

項目 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
ｻﾝｺﾞ類被度(%) 15 15 15 15 15 20 15 15
死亡被度(%) + + 5 + + + + +
白化被度(%) 0 0 0 0 + + + +
種名＼ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類被度(%) 0 0 + 0 0 + 0 0

61 ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ + + + + + + + +
62  ﾀﾞｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ + + + +
63 ｱﾊﾞﾚｷｯｶｻﾝｺﾞ + + + + + +
64 ﾚｰｽｳﾐﾊﾞﾗ + +
65 ｵｵﾊ ｶﾞﾀｻﾝｺﾞ + +
66 ｲﾎﾞﾊ ｶﾞﾀｻﾝｺﾞ + +
67 ﾊ ｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属 + +
68 ﾎｿﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺﾞ + +
69 ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ科 + + + +
70 ｻｻﾞ ﾐｻﾝｺﾞ + +
71 ｻｻﾞ ﾐｻﾝｺﾞ属 + + + +
72 ﾎ ｷｸﾒｲ + +
73 ｳｽﾁｬｷｸﾒｲ + + + +
74 ｽﾎﾞﾐｷｸﾒｲ + +
75 ｱﾗｷｸﾒｲ + +
76 ﾘｻﾞｰﾄﾞｷｸﾒｲ + +
77 ｷｸﾒｲ 属 + + + + + +
78 ﾊﾞﾗﾊﾞｯﾄｻﾝｺﾞ + + + +
79 ﾏﾙｶﾒﾉｺｷｸﾒｲ + + + + + +
80 Favites complanata + +
81 ｺﾓﾝｷｸﾒｲ + +
82 ﾋﾗｶﾒﾉｺｷｸﾒｲ + + + + + +
83 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲ + + + + + + + +
84 ﾋﾒﾉｳｻﾝｺﾞ + + + +
85 ﾐﾀﾞﾚﾉｳｻﾝｺﾞ + + + +
86 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 + +
87  ｶﾞﾚｻﾝｺﾞ +
88 ﾏﾙｷｸﾒｲ +
89 ｵｵﾏﾙｷｸﾒｲ + +
90 ﾙﾘｻﾝｺﾞ + +
91 ｱﾗﾙﾘｻﾝｺﾞ + +
92 ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲ + + + + + +
93 ｺﾄｹﾞｷｸﾒｲ + + + + + + +
94 ﾄｹﾞｷｸﾒｲ + + + + +
95 ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ + + + +
96 ﾀｲﾖｳﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ + + + +
97 ｵｵﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ + +
98 ﾊ ｻﾝｺﾞ + +
99 ﾖｺﾐｿﾞｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ +
100   ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ + +
101    ﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 5 5 10 10
102 ｶﾝﾎﾞｸｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ + + + + + + +
103 ﾎｿ ﾀﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ + + + + + + + +

58 65 26 28 45 48 53 55
注）+は5%未満を示す。

出現種類数

7区間
St.1 St.2 St.3 St.4

番号

調査地点
1区間
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資表 12 サンゴ群集定点調査結果概要（対照域：St.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資表 13 サンゴ群集定点調査結果概要（浚渫域周辺：St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1区間
St.2（対照点）

全体被度
死亡被度

   ﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 10%    ﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 15%

出現種類数
白化段階
ｻﾝｺﾞ加入度
成育型
全体被度

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 25% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 20%
ﾊｲｵｵｷﾞ属 20% ﾊｲｵｵｷﾞ属 20%
ﾊｲｱﾐ ﾞｸﾞｻ 15% ﾊｲｱﾐ ﾞｸﾞｻ 10%
ｲﾜﾉｶﾜ科 10% ｲﾜﾉｶﾜ科 10%

全体被度

主な出現種

ｵﾆﾋﾄ ﾞ 観察個体数
 ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類 食害

特記事項

注）1. 被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　2．浮泥の堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：海底面をはたくと濁る、

　　　 Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　3．白化段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

　　4．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　5．成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占）、Ⅱ(卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)、Ⅲ(枝状、卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 混生)、

　　　 Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混生)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占) 

　　6． ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

　　7．主な出現種は被度5%以上の種を示す。

調査地点

1.7～4.3m
岩盤

浚渫後
令和3年6月3日

水深
底質概観

調査期日
浚渫前

<5%

75%

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類

0%0%
-

浮泥の堆積状況

ｻﾝｺﾞ類
主な出現種

26

0

28

海藻草類
主な出現種

0

Ⅰ
15%

枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属の折れが散見。 枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属の折れが散見。
ﾐﾄﾞﾘｲ 属は成長に伴い大型化してい
る一方、枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属の折れや
死滅により生息範囲が縮小。

Ⅰ Ⅰ

65%

0
Ⅱ

Ⅳ(枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ優占)

<5%

0

令和3年9月28日
1.7～4.3m

岩盤
Ⅰ
15%

-

Ⅰ
Ⅳ(枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ優占)

　　　 Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

1区間
St.1（工事隣接箇所）

全体被度
死亡被度

   ﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 5%    ﾞｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ 5%

出現種類数
白化段階
ｻﾝｺﾞ加入度
成育型
全体被度

ﾊｲｵｵｷﾞ属 25% ﾊｲｵｵｷﾞ属 20%
ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 10% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 10%

全体被度

主な出現種

ｵﾆﾋﾄ ﾞ 観察個体数
 ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類 食害

特記事項

注）1. 被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　2．浮泥の堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：海底面をはたくと濁る、

　　　 Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　3．白化段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

　　4．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　5．成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占）、Ⅱ(卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)、Ⅲ(枝状、卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 混生)、

　　　 Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混生)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占) 

　　6． ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

　　7．主な出現種は被度5%以上の種を示す。

　　　 Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

折れ等の欠損が散見。

0

海藻草類

40%

主な出現種

Ⅰ

0

ﾐﾄﾞﾘｲ 属の成長が顕著で枝状ｱ ｻﾝｺﾞ
ﾓﾄﾞｷ属が突出して被度が高い状況で
はなくなってきている。

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類

0%

0

15%

Ⅰ

35%

0%
- -

0
Ⅱ

Ⅳ(枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ優占)

調査地点

令和3年6月2日
浚渫前 浚渫後

令和3年9月28日
水深

調査期日

底質概観
浮泥の堆積状況 Ⅰ

3.5～6.5m
岩盤

Ⅱ

3.5～6.5m
岩盤

<5%

ｻﾝｺﾞ類

15%
<5%

主な出現種

58 65

Ⅱ
Ⅳ(枝状ｱ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ優占)
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資表 14 サンゴ群集定点調査結果概要（対照域：St.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資表 15 サンゴ群集定点調査結果概要（浚渫域周辺：St.3） 

 

 

 

 

 

7区間
St.4（対照点）

全体被度
死亡被度

ﾊｲﾏ ﾐﾄﾞﾘｲ  5% ﾊｲﾏ ﾐﾄﾞﾘｲ  5%

出現種類数
白化段階
ｻﾝｺﾞ加入度
成育型
全体被度

藍藻綱 25% ﾊｲｵｵｷﾞ属 20%
ﾊｲｵｵｷﾞ属 20% 藍藻綱 10%
ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 10% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 10%

全体被度

主な出現種

ｵﾆﾋﾄ ﾞ 観察個体数
 ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類 食害

特記事項

注）1. 被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　2．浮泥の堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：海底面をはたくと濁る、

　　　 Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　3．白化段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

　　4．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　5．成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占）、Ⅱ(卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)、Ⅲ(枝状、卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 混生)、

　　　 Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混生)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占) 

　　6． ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

　　7．主な出現種は被度5%以上の種を示す。

-

浚渫前 浚渫後
令和3年6月2日 令和3年9月29日

4.1m
礫

水深 4.1m
底質概観 礫

浮泥の堆積状況 Ⅱ
15%
<5%

0
ⅠⅠ

Ⅱ

Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)
60%

海藻草類

ｻﾝｺﾞ類

15%
<5%

主な出現種

53 55
0

65%

主な出現種

0
Ⅰ Ⅱ

-

主にﾄｹﾞｻﾝｺﾞに白化がみられる。 波浪などの底質撹乱による未固着の
群体が裏返しになったり折れなどが
散見。

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類

0% 0%

　　　 Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

0

調査地点

調査期日

Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)

7区間
St.3（工事隣接箇所）

全体被度
死亡被度

ｺ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ 10% ｺ ﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲ 15%

出現種類数
白化段階
ｻﾝｺﾞ加入度
成育型
全体被度

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 15% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 10%
ﾊｲｵｵｷﾞ属 10% ﾊｲｵｵｷﾞ属  5%

全体被度
ｶﾀﾄｻｶ属 <1% ｶﾀﾄｻｶ属 <1%

主な出現種 ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <1%

ｵﾆﾋﾄ ﾞ 観察個体数
 ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類 食害

特記事項

注）1. 被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　2．浮泥の堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：海底面をはたくと濁る、

　　　 Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　3．白化段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

　　4．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　5．成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占）、Ⅱ(卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)、Ⅲ(枝状、卓状ﾐﾄﾞﾘｲ 混生)、

　　　 Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混生)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占) 

　　6． ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ 類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

　　7．主な出現種は被度5%以上の種を示す。

　　　 Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

Ⅰ Ⅰ

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類

0

30% 20%

20%
<5%

0

<1% <1%

Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)

調査地点

調査期日

特になし 枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 属の折れが散見。

主な出現種

水深 3.5m
底質概観 礫

浮泥の堆積状況 Ⅱ

ｻﾝｺﾞ類

15%
<5%

45 48
0 0
Ⅰ Ⅰ

Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲ 優占)

海藻草類

浚渫前 浚渫後
令和3年6月2日 令和3年9月28日

Ⅱ

3.5m
礫

主な出現種
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資図 12 対照域（St.2）におけるサンゴ類出現種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 13 浚渫域周辺（St.1）におけるサンゴ類出現種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 14 対照域（St.4）におけるサンゴ類出現種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資図 15 浚渫域周辺（St.3）におけるサンゴ類出現種類数の経年変化 
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資表 16 底生生物調査結果概要（浚渫前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　調査期日：令和 3年 6月 2～ 3日

項目　/　調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 平均

軟体動物門 1    10    3    4    15    

環形動物門 19    9    16    19    35    

節足動物門 8    8    7    8    20    

そ　の　他 5    2    3    2    6    

総　合　計 33    29    29    33    76    

軟体動物門 1    239    4    6    63    

環形動物門 28    26    26    35    29    

節足動物門 19    94    15    21    37    

そ　の　他 26    2    6    23    14    

総　合　計 74    361    51    85    143    

軟体動物門 1.4  66.2  7.8  7.1  43.8  

環形動物門 37.8  7.2  51.0  41.2  20.1  

節足動物門 25.7  26.0  29.4  24.7  26.1  

そ　の　他 35.1  0.6  11.8  27.1  10.0  

線形動物門  ﾐﾉｺｻﾞﾗ ﾋ ﾞﾒｶﾞﾆ属 線形動物門  ﾐﾉｺｻﾞﾗ

主な出現種と個体数 18 ( 24.3) 218 ( 60.4) 7 ( 13.7) 18 ( 21.2) 55 ( 38.2)

［個体/0.15㎡］ ﾏﾙｿｺ ﾋﾞ属 ﾋ ﾞﾒｶﾞﾆ属 ﾏﾙｿｺ ﾋﾞ属

58 ( 16.1) 10 ( 11.8) 15 ( 10.2)

（ ）内は組成比率

［%］

軟体動物門 +    6.07 0.20 5.26 2.88 

環形動物門 0.03 0.05 0.25 0.22 0.14 

節足動物門 +    0.11 0.13 0.09 0.08 

そ　の　他 0.01 +    0.43 0.03 0.12 

総　合　計 0.04 6.23 1.01 5.60 3.22 

軟体動物門 +    97.4  19.8  93.9  89.5  

環形動物門 75.0  0.8  24.8  3.9  4.3  

節足動物門 +    1.8  12.9  1.6  2.6  

そ　の　他 25.0  +    42.6  0.5  3.6  

Eunice  sp. ｺﾞﾏﾌｲﾓ 星口動物門  ｷｶﾞｲ  ｷｶﾞｲ

主な出現種と湿重量 0.02 ( 50.0) 3.08 ( 49.4) 0.41 ( 40.6) 3.28 ( 58.6) 0.82 ( 25.5)

［g/0.15㎡］ Notomastus  sp.  ﾐﾉｺｻﾞﾗ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ ｺﾞﾏﾌｲﾓ

0.01 ( 25.0) 2.27 ( 36.4) 0.14 ( 13.9) 1.96 ( 35.0) 0.77 ( 23.9)

（ ）内は組成比率 ｵ ｶﾞ ﾒｸ ﾞｳｵ ﾋ ﾞﾒｶﾞﾆ属  ﾐﾉｺｻﾞﾗ

［%］ 0.01 ( 25.0) 0.11 ( 10.9) 0.57 ( 17.6)

ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ

0.49 ( 15.2)

注）1.種類数の平均欄には総種類数を示す。
　　2.個体数の平均欄は各調査点の各集計値より算出しているため、総合計平均値が各分類群の平均値の合計と一致しない場合がある。
　　3.湿重量の+は0.01g/0.15㎡未満を、同組成比の+は0.1%未満を示す。
　　4.主な出現種は各調査点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示す。

湿重量
組成比
(%)

　　　　調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲ 型採泥器
　　　　　　　　　による3回採泥

種類数

個体数
(個体/0.15㎡)

個体数
組成比
(%)

湿重量
(g/0.15㎡)
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資表 17 底生生物調査結果概要（浚渫後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　調査期日：令和 3年 9月28日～29日

項目　/　調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 平均

軟体動物門 2    8    4    13    

環形動物門 10    4    8    10    25    

節足動物門 1    7    1    1    10    

そ　の　他 3    1    3    5    

総　合　計 16    19    10    18    53    

軟体動物門 2    53    4    15    

環形動物門 15    6    11    19    13    

節足動物門 1    24    5    1    8    

そ　の　他 6    1    7    4    

総　合　計 24    83    17    31    39    

軟体動物門 8.3  63.9  12.9  38.1  

環形動物門 62.5  7.2  64.7  61.3  32.9  

節足動物門 4.2  28.9  29.4  3.2  20.0  

そ　の　他 25.0  5.9  22.6  9.0  

Glycera  sp.  ﾐﾉｺｻﾞﾗ ﾋﾒﾋ ﾞﾒｶﾞﾆ ﾀｹﾌ ｺﾞｶｲ科  ﾐﾉｺｻﾞﾗ

主な出現種と個体数 4 ( 16.7) 41 ( 49.4) 5 ( 29.4) 4 ( 12.9) 10 ( 26.5)

［個体/0.15㎡］ 紐形動物門 ｶｲﾑ 綱 ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 星口動物門

3 ( 12.5) 11 ( 13.3) 3 ( 17.6) 4 ( 12.9)

（ ）内は組成比率 Nicolea  sp.

［%］ 2 ( 11.8)

軟体動物門 0.06 1.42 3.53 1.25 

環形動物門 0.05 0.14 0.16 0.06 0.10 

節足動物門 +    0.02 0.17 +    0.05 

そ　の　他 0.05 0.02 0.40 0.12 

総　合　計 0.16 1.58 0.35 3.99 1.52 

軟体動物門 37.5  89.9  88.5  82.4  

環形動物門 31.3  8.9  45.7  1.5  6.7  

節足動物門 +    1.3  48.6  +    3.1  

そ　の　他 31.3  5.7  10.0  7.7  

ﾊﾌﾞﾀ ｱ ｶﾞｲ  ﾐﾉｺｻﾞﾗ ﾋﾒﾋ ﾞﾒｶﾞﾆ  ｷｶﾞｲ  ｷｶﾞｲ

主な出現種と湿重量 0.06 ( 37.5) 0.61 ( 38.6) 0.17 ( 48.6) 2.63 ( 65.9) 0.66 ( 43.3)

［g/0.15㎡］ ｵ ｶﾞ ﾒｸ ﾞｳｵ ﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ Nicolea  sp. ｷｲﾛｶﾆﾓﾘ  ﾐﾉｺｻﾞﾗ

0.04 ( 25.0) 0.41 ( 25.9) 0.12 ( 34.3) 0.46 ( 11.5) 0.15 ( 10.0)

（ ）内は組成比率 Glycera  sp. ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ

［%］ 0.02 ( 12.5) 0.27 ( 17.1) 0.15 ( 10.0)

Cirratulus  sp.

0.02 ( 12.5)

注）1.種類数の平均欄には総種類数を示す。
　　2.個体数の平均欄は各調査地点の各集計値より算出しているため、総合計平均値が各分類群の平均値の合計と一致しない場合がある。
　　3.湿重量の+は0.01g/0.15㎡未満を、同組成比の+は0.1%未満を示す。
　　4.主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示す。

　　　　調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲ 型採泥器
　　　　　　　　　による3回採泥

湿重量
(g/0.15㎡)

湿重量
組成比
(%)

種類数

個体数
(個体/0.15㎡)

個体数
組成比
(%)
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資表 18 大型底生生物調査結果概要（分類群別種類数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資表 19 大型底生生物調査結果概要（主な出現種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察

1区間 7区間

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
刺胞動物門 5 7 2 3 1 2 0 1 7 11
軟体動物門 14 23 10 15 16 11 6 11 32 46
節足動物門 10 11 11 10 11 12 10 16 24 27
棘皮動物門 4 5 3 5 1 2 1 2 7 8

脊索動物門 11 13 7 7 5 6 7 5 13 14

そ の 他 9 9 7 7 5 6 6 6 9 9
合 計 53 68 40 47 39 39 30 41 92 115

全地点
St.3 St.4St.2St.1

分類群

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察

1区間 7区間

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
ｾﾞﾆｲ 属 cc cc cc cc r rr +
ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ + + rr
ﾑｶ ﾞｶﾞｲ科 cc + r r r r rr rr
 ﾏｳｸﾞｲｽ + + + + cc cc cc cc
 ｸ ｶﾞｲ科 + rr r rr
ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌ ﾞ ﾎﾞ cc cc cc cc + +
ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 r r + r rr r + +
 ﾛﾎﾞ 科 + r r rr rr rr
+以上出現した種類数 7 5 4 3 1 1 3 4

合　　計 8 8 7 7 4 6 5 5
注）1．主な出現種は、個体数が+(21～50個体)以上出現した種類を示す。

　　2．rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

St.2 St.3 St.4St.1
種名
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資表 20(1) 大型底生生物調査結果 

 調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後

1 有孔虫 有孔虫 有孔虫 ｿﾘ ｽ ｾﾞﾆｲ 属 cc cc cc cc r rr +

2 ｱｶｽ ｺﾞ ﾓﾐ ﾞｽ ｺﾞ R R R R

3 ｱｶｽ ｺﾞ科 R R R R R R R R

4 海綿動物 普通海綿 ｶﾀｶｲﾒﾝ ｾﾝｺｳｶｲﾒﾝ ｾﾝｺｳｶｲﾒﾝ科 R R

5 - - 普通海綿綱 R R R R R R R R

6 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾊ ｸﾗｹﾞ ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ R R

7  ﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ ﾐ ﾐ ﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ rr

8 ﾊﾈｶﾞ  ﾛｶﾞ rr

9 ｸﾛｶﾞ R R

10 ﾊﾈｶﾞ 科 R R R R

11 ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ R R

12 花虫 ｳﾐ ﾞﾀ ｳﾐ ﾞﾀ ｳﾐ ﾞﾀ科 R R

13  ｷﾞ ｲｿﾊﾞ ｲｿﾊﾞ 科 R R

14 ｽ ｷﾞﾝﾁｬｸ ｽ ｷﾞﾝﾁｬｸ ｲﾜｽ ｷﾞﾝﾁｬｸ R R R

15 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

16 ﾆﾁﾘﾝｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｲﾛﾆﾁﾘﾝｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

17 軟体動物 多板 ｸｻｽﾞﾘｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr

18 腹足 古腹足 ﾆ ｷｳｽﾞ ｺﾏｷｱｹﾞ ﾋﾞｽ rr

19 ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ rr

20 ﾋﾒｱﾜﾋﾞ rr

21  ﾋﾞｽｶﾞｲ ｱﾗﾚ ﾋﾞｽ rr

22 ﾋﾒｶﾀﾍﾞ ﾁﾘﾒﾝﾋﾒｶﾀﾍﾞ rr

23 ﾐﾐｶﾞｲ ﾏｱ ｺﾞｳ rr

24 ｽｶ ｶﾞｲ ｽｶ ｶﾞｲ科 rr

25 新生腹足 ｵﾆﾉ ﾉｶﾞｲ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ rr

26 ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ rr rr rr

27 ﾊ ｶﾆﾓﾘ rr rr rr rr

28 ｸﾘﾌｶﾆﾓﾘ rr rr

29 ﾑｶ ﾞｶﾞｲ ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ + + rr

30 ﾑｶ ﾞｶﾞｲ科 cc + r r r r rr rr

31 ﾀｶﾗｶﾞｲ ｺﾓﾝﾀﾞｶﾗ rr

32 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ rr

33 ﾐ ｸﾁｷﾘｵﾚ ﾐ ｸﾁｷﾘｵﾚ科 rr rr

34 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾏﾙﾌﾄｺﾛ rr

35 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ rr rr rr

36 ﾁﾁﾞﾐﾌﾄｺﾛ rr rr

37 ﾑ  ﾋﾞ rr

38 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ ﾊ ｸﾞﾛ ﾉﾏﾀﾓﾄﾞｷ rr rr

39 ﾍﾞﾆﾏｷｶﾞｲ rr

40 ﾘｭｳｷｭｳ ﾉﾏﾀ rr

41 ｵﾆｺﾌﾞ ｺｵﾆｺﾌﾞ rr rr

42 ｱｯｷｶﾞｲ  ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ rr

43 ﾆｾ ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ rr

44 ﾋﾒ ﾛﾚｲ ﾀﾞﾏ rr rr

45 ｶﾌﾞﾄｻﾝｺﾞ ﾄﾞﾘ rr

46 ﾌ ﾞｶﾞｲ ｷﾊﾞﾌ ﾞ rr

47 ｲﾓｶﾞｲ  ｶﾞｻﾗｻﾐ  rr

48   ｷﾞ ﾎﾞﾘｲﾓ rr

49 ｺﾓﾝｲﾓ rr

50 ｶﾞｸﾌｲﾓ rr rr

51  ﾛｾｲﾛﾝｲﾓ rr

52 ｲﾎﾞ ﾏｲﾓ rr rr

53 ﾇﾉﾒ ｬ ﾞｸ ﾙﾋﾞｲﾌﾀ   ｬ ﾞｸ rr

54 裸側 ｲﾛｳﾐｳ  ﾗｲﾄｳﾐｳ rr

55 ｲﾎﾞｳﾐｳ ｿﾗｲﾛｲﾎﾞｳﾐｳ rr rr

56  ﾉｷｲﾎﾞｳﾐｳ rr

57 ｺｲﾎﾞｳﾐｳ rr

58 汎有肺 ｺﾞｸﾗｸﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ﾊ ﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ rr

59 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｵｵﾀｶﾉﾊｶﾞｲ rr

60 ｵｵﾐﾉ ｶﾞｲ rr

61 ﾍﾞﾆ ｶﾞｲ rr rr rr rr

62 ﾌﾈｶﾞｲ科 rr rr rr

63 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ  ﾏｳｸﾞｲｽ + + + + cc cc cc cc

64 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾜﾆｶﾞｲ rr

65 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ ｶｹﾞﾛｳｶﾞｲ rr

66 ｲﾀ ｶﾞｲ ｲﾀ ｶﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳ  ﾞ ｺ rr

67 ｻﾝｺﾞ  ﾞ ｺ rr r rr rr rr

68 ｳﾐｷﾞｸﾓﾄﾞｷ r r

69 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 r r

70  ｸ ｶﾞｲ  ｸ ｶﾞｲ科 + rr r rr

注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上　Rは被度5%未満を示す。

　　2.「-」は不明を示す。

St.4
1区間 7区間

St.1番号 門 綱 目 科 種名 St.2 St.3
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資表 20(2) 大型底生生物調査結果 

 調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内潜水目視観察

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後

71 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳｱｵｲ rr

72  ｬｺｶﾞｲ  ｬｺﾞｳ rr

73 ﾋﾒ ｬｺ rr rr

74  ﾗ ﾐ rr rr

75 環形動物 ｺﾞｶｲ ｹ ﾘﾑ ｹ ﾘﾑ ｹ ﾘﾑ 科 rr rr

76 ｶﾝｻﾞ ｺﾞｶｲ ｶﾝｻﾞ ｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr

77 節足動物 ｱｺﾞｱ 有肛 ｻﾝｺﾞﾌ ﾞ ﾎﾞ ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌ ﾞ ﾎﾞ cc cc cc cc + +

78 軟甲  ﾋﾞ   ｶﾞ ﾋﾞ ｸｻｲﾛﾓ ｵ ﾋﾞ rr rr rr

79 ﾓ ｵ ﾋﾞ rr rr rr rr

80 ｵ ｬﾚｶｸﾚ ﾋﾞ rr

81 ﾎｿ ﾞﾏﾓ ｵ ﾋﾞ属 rr rr

82  ﾝﾎﾞｳｶｸﾚ ﾋﾞ rr rr rr rr

83 ｶﾀ ﾓ ｵ ﾋﾞ属 rr

84 ｶｲﾒﾝｶｸﾚ ﾋﾞ属 rr

85  ﾝﾏｶｸﾚ ﾋﾞ rr rr rr rr rr

86 ﾐｶﾄﾞﾐﾄﾞﾘｲ  ﾋﾞ rr rr rr

87 ﾐﾄﾞﾘｲ  ﾋﾞ rr

88 ﾓ ﾋﾞ ﾌ ｳ ﾞｻﾝｺﾞﾓ ﾋﾞ rr rr

89 ｻﾝｺﾞﾓ ﾋﾞ rr rr rr

90 ｻﾝｺﾞﾓ ﾋﾞ属 rr

91 ｺ ｵﾘ ﾋﾞ ﾎｸﾛｺ ｵﾘ ﾋﾞ rr

92  ﾄﾞｶﾘ ｾｸﾞﾛｻﾝｺﾞ ﾄﾞｶﾘ rr rr

93  ﾏ ﾞﾛｻﾝｺﾞ ﾄﾞｶﾘ rr rr rr

94 ｱｶ ﾒｻﾝｺﾞ ﾄﾞｶﾘ rr rr rr rr

95 ｷｶｻﾞﾘｻﾝｺﾞ ﾄﾞｶﾘ rr rr rr rr rr rr

96 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞ ﾄﾞｶﾘ rr

97  ﾉ ﾄﾞｶﾘ属 rr

98 ﾎﾝ ﾄﾞｶﾘ ｶﾝｻﾞ  ﾄﾞｶﾘ rr rr

99 ﾋﾒﾎﾝ ﾄﾞｶﾘ属 rr

100 -  ﾄﾞｶﾘ亜目 rr

101 ﾓｶﾞﾆ ｱ ｽﾞﾘ ﾉｶﾞﾆ rr

102 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾋﾒﾐﾄﾞﾘﾍﾞﾆ ｹｶﾞﾆ rr rr rr rr

103 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 r r + r rr r + +

104 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr rr

105 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｹﾌｻ  ｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

106 ﾋﾒ  ｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr rr

107   ｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr

108 ﾋ ﾞﾒｵｳｷﾞｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr

109 ｷﾓｶﾞﾆ属 rr rr rr rr r r

110 ｻﾝｺﾞ ﾄﾞﾘｶﾞﾆ ｻﾝｺﾞ ﾄﾞﾘｶﾞﾆ属 rr

111 苔虫動物 裸喉 唇口 ｱﾐｺｹﾑ ｱﾐｺｹﾑ 科 R R R R R R R R

112 - - - 苔虫動物門 R R R R R R R R

113 棘皮動物 ｳﾐﾕﾘ ｳﾐ ﾀﾞ - ｳﾐ ﾀﾞ目 rr rr rr rr rr

114 ﾋﾄ ﾞ ｱｶﾋﾄ ﾞ ﾎｳｷﾎﾞ  ﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄ ﾞ rr rr

115 ｲﾎﾞﾋﾄ ﾞ rr

116 ｺﾞﾏﾌﾋﾄ ﾞ rr

117 ｸﾓﾋﾄ ﾞ ｸﾓﾋﾄ ﾞ ﾌｻｸﾓﾋﾄ ﾞ ｸﾛｸﾓﾋﾄ ﾞ rr rr rr rr rr

118 - - ｸﾓﾋﾄ ﾞ綱 rr rr rr rr

119 ｳﾆ ｵｳｻﾏｳﾆ ｵｳｻﾏｳﾆ ﾏ ｶｻｳﾆ rr

120 ﾎﾝｳﾆ  ｶﾞｳﾆ  ﾏ ﾞﾛ ｶﾞｳﾆ rr

121 ﾐ ﾐﾀﾜ ｳﾆ rr rr

122  ﾏｺ 楯手 ｸﾛ ﾏｺ ｸﾛ ﾘ ﾏｺ rr

123 脊索動物 ﾎ ﾏﾒﾎﾞ ｳｽﾎﾞ ﾁｬ ﾎﾞﾎﾞ R R R R R R R R

124 ﾐﾄﾞﾘﾐｽ ﾞｳｽﾎﾞ R R

125 ｳｽﾎﾞ 科 R R R R R R R R

126 ﾍﾝｹﾞﾎﾞ   ﾎﾞ 属 R R R R R

127 ﾐﾄﾞﾘｶｲﾒﾝﾎﾞ rr

128 ﾍﾝｹﾞﾎﾞ 科 R

129 ﾕｳﾚｲﾎﾞ ﾑﾈﾎﾞ 属 rr

130 ﾕｳﾚｲﾎﾞ 科 rr

131   ﾒﾎﾞ   ﾒﾎﾞ 科 r rr rr rr

132 ﾏﾎﾞ ｲﾀﾎﾞ ｲﾀﾎﾞ 科 R R R R R R R R

133  ﾛﾎﾞ ﾐｻｷﾏﾒｲﾀﾎﾞ R R

134  ﾛﾎﾞ 科 + r r rr rr rr

135 ﾏﾎﾞ ﾍﾞﾆﾎﾞ 属 rr rr

136 ﾐ ﾐｶﾗｽﾎﾞ rr rr rr

137 ﾏﾎﾞ 科 rr

138 - - ﾎ 綱(群体ﾎﾞ 類) R R R R R R R R

53 68 40 47 39 39 30 41

注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上　Rは被度5%未満を示す。

　　2.「-」は不明を示す。

St.4
1区間 7区間

St.1番号 門 綱 目 科 種名

出現種類数

St.2 St.3
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資表 21(1) 魚類調査結果 

 調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      
　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      
調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
1 ﾄﾋﾞ ｲ ｱｶ ｲ ﾏﾀﾞﾗ ｲ rr
2  ｯｺ ｲ rr rr
3 ﾋﾒ  ｿ ｳﾁｳﾐﾏﾀﾞﾗ ｿ rr rr rr
4 ｵｸﾞﾛ ｿ rr rr
5 ﾋﾄｽ ﾞ ｿ rr
6 ﾐ ﾐｱｶ ｿ rr
7 ｱｶ ｿ属 rr
8 ｷﾝﾒﾀﾞｲ ｲｯﾄｳﾀﾞｲ ﾆ ﾞ ﾋﾞｽ rr
9  ﾘ ﾋﾞｽ rr

10 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr
11 ﾄｹﾞｳｵ ﾍﾗ ｶﾞﾗ ﾍﾗ ｶﾞﾗ rr
12 ｽｽﾞｷ ﾊﾀ ｷﾝｷﾞｮﾊ ﾀﾞｲ rr
13 ｽ ﾞｱﾗ rr rr rr
14 ﾊﾞﾗﾊﾀ rr rr
15 ｱｽﾞｷﾊﾀ rr rr
16  ﾐﾊﾀ rr rr rr rr rr rr
17 ｱｶﾊﾀ rr
18 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr
19 ﾒｷﾞｽ ﾒｷﾞｽ rr rr rr rr rr rr rr
20 ｾﾀﾞｶﾆｾﾒｷﾞｽ rr rr rr rr rr rr rr
21 ﾎ ﾆｾｽｽﾞﾒ rr rr
22 ﾘｭｳｷｭｳﾆｾｽｽﾞﾒ rr rr
23 ﾆｾｽｽﾞﾒ属 rr rr
24  ﾝ ﾞｸﾀﾞｲ  ﾗｲｲ ﾓﾁ rr r + + rr rr + rr
25 ｽﾀﾞﾚ ﾗｲｲ ﾓﾁ rr
26 ｽｶ  ﾝ ﾞｸﾀﾞｲ c
27 ｳｽﾓﾓ ﾝ ﾞｸﾀﾞｲ rr
28 ﾕｶﾀｲ ﾓﾁ rr
29 ﾐ ﾐﾌﾄｽ ﾞｲ ﾓﾁ rr rr
30 ｷﾝｾﾝｲ ﾓﾁ c + cc cc r rr
31 ﾌ ﾀﾞｲ ｱﾐﾒﾌ ﾀﾞｲ r rr rr rr
32 ﾋﾒﾌ ﾀﾞｲ rr
33 ﾊﾞﾗﾌ ﾀﾞｲ rr
34 ｱｵﾁﾋﾞｷ rr
35 ﾀｶｻｺﾞ ｻｻﾑﾛ r + + +
36 ｳﾒｲﾛﾓﾄﾞｷ + +
37 ｲｯｾﾝﾀｶｻｺﾞ r + r
38 ﾀｶｻｺﾞ r cc +
39 ﾆｾﾀｶｻｺﾞ c c cc
40 ﾀｶｻｺﾞ科 r
41 ｲｻｷ ﾋﾚｸﾞﾛｺ ｮｳﾀﾞｲ rr
42 ｲﾄﾖﾘﾀﾞｲ ﾌﾀｽ ﾞﾀﾏｶﾞ ﾗ rr rr rr rr rr
43 ﾋﾄｽ ﾞﾀﾏｶﾞ ﾗ rr
44 ﾖｺ ﾏﾀﾏｶﾞ ﾗ rr
45 ﾌ ﾌｷﾀﾞｲ ﾉｺｷﾞﾘﾀﾞｲ + r
46 ﾖｺ ﾏｸﾛﾀﾞｲ rr
47 ﾌ ﾌｷﾀﾞｲ属 rr rr rr
48 ﾋﾒ ﾞ ｲﾝﾄﾞﾋﾒ ﾞ rr
49 ｵｵｽ ﾞﾋﾒ ﾞ rr rr rr
50 ｵ ﾞｻﾝ 典型的な種 rr rr rr rr
51 ﾎｳﾗｲﾋﾒ ﾞ rr
52 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ﾐ ﾐﾊﾀﾀ ﾀﾞｲ rr rr
53  ﾘｶﾀｷﾞ rr
54 ｽﾐ ｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr
55 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr r
56 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
57 ﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ rr
58 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
59 ﾐｽ ﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ 特徴的な種 rr rr rr rr rr
60 ｽﾀﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
61 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
62 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
63 ｷﾝﾁｬｸﾀﾞｲ ﾆ ｷ ｯｺ rr
64  ﾒﾗ ｯｺ rr rr rr rr
65 ｱﾌﾞﾗ ｯｺ rr
66 ｺﾞﾝﾍﾞ ｻﾗｻｺﾞﾝﾍﾞ rr
67 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ  ｺｸｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
68  ﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + cc + cc r
69 ｱｵﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r +
70 ﾐ ﾎﾞ ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr

注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

 　 2.水色の網掛けは「典型的な種」、緑色の網掛けは「特徴的な種」を示す。

番号 目 科 和名 注目種 St.1 St.2 St.3 St.4
1区間 7区間
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資表 21(2) 魚類調査結果 

 
調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      
　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      
調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
71 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ﾌﾀｽ ﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r
72 ﾐｽ ﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 典型的な種 rr + r c + c rr +
73 ｵｷ ﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr r
74 ﾙﾘﾎ ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr rr
75 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲﾓﾄﾞｷ rr +
76  ﾘｷﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r r rr +
77 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr r r rr rr
78 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r r
79 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 典型的な種 r r r + r r + rr
80  ﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
81 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr
82 ﾋﾚ ｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr rr
83 ｱ ｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
84 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr rr rr r
85 ｸﾛﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
86  ﾉﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc
87 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr
88 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + c cc + r
89 ｵ ﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr
90 ﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr rr
91 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r rr
92 ﾓﾝ ｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + cc cc + + + rr
93  ｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
94 ﾐ ﾐｲｿｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr + + r r r r
95 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr r r
96 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 典型的な種 + c + c r + r +
97 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 典型的な種 + c r + r r rr r
98 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属の1種1 rr rr rr rr +
99 ｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ属 rr

100 ﾊ  ｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
101 ｸﾛｿﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 特徴的な種 rr rr rr rr rr rr rr
102 ﾍﾞﾗ ｸｻﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr rr
103  ﾛｸﾗﾍﾞﾗ rr
104 ｸｷﾞﾍﾞﾗ 特徴的な種 rr
105 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr rr rr rr rr
106  ﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
107 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr rr rr rr
108 ｸﾛﾍﾞﾗ 特徴的な種 rr rr rr
109 ﾊﾗｽ ﾞﾍﾞﾗ rr rr rr rr r r r +
110 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
111 ｾ ﾞﾛﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr rr rr
112 ﾉﾄﾞｸﾞﾛﾍﾞﾗ rr
113 ｾ ｽ ﾞﾍﾞﾗ rr
114 ｺｶﾞ ﾗﾍﾞﾗ rr
115 ｵﾄﾒﾍﾞﾗ rr rr
116 ﾑ  ﾝﾍﾞﾗﾀﾞﾏ rr
117 ﾑ  ﾝﾍﾞﾗ rr rr rr
118 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ 典型的な種 r r r c rr r rr r
119  ﾕﾍﾞﾗ rr rr
120  ﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ r r r r rr rr rr r
121 ｽ ﾞﾍﾞﾗ rr
122 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ rr r rr rr
123 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr rr
124 ﾆｾﾓﾁﾉｳｵ rr
125 ｱｶ ﾝﾓﾁﾉｳｵ rr rr rr
126 ﾐ ﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr rr
127   ｬﾍﾞﾗ rr rr rr
128 ﾓﾁﾉｳｵ属 rr
129 ﾋﾄｽ ﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
130 ﾎﾎｽ ﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
131 ﾎ  ﾝｽ rr
132 ﾌﾞﾀﾞｲ ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr
133 ｷ ﾈﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
134 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr r r rr rr
135  ﾝﾖｳﾌﾞﾀﾞｲ rr r r rr rr
136 ｶﾒﾚｵﾝﾌﾞﾀﾞｲ rr
137 ｲﾁﾓﾝ ﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
138 ｶﾜﾘﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
139 ｽ ﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
140 ﾋﾌﾞﾀﾞｲ rr rr rr rr rr rr
注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

 　 2.水色の網掛けは「典型的な種」、緑色の網掛けは「特徴的な種」を示す。

番号 目 科 和名 注目種 St.1 St.2 St.3 St.4
1区間 7区間
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資表 21(3) 魚類調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      
　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      
調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
141 ｽｽﾞｷ ﾌﾞﾀﾞｲ ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr rr rr rr
142 ﾆ ｷﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
143 ﾌﾞﾁﾌﾞﾀﾞｲ rr
144 ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属 rr rr
145 ﾌﾞﾀﾞｲ科 + + rr + + + + c
146 ﾄﾗｷﾞｽ ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr rr rr
147 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr rr
148 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ ｶｽﾘﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
149 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲﾝﾄﾞｶ ﾙｳｵ rr rr r r r r rr
150  ﾘｸﾞﾛｷﾞﾝﾎﾟ rr
151    ﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
152  ﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
153 ﾌﾀｲﾛｶ ﾙｳｵ rr rr rr
154 ﾋﾄｽ ﾞｷﾞﾝﾎﾟ r rr rr rr
155 ｲ ｶﾞｷｶ ﾙｳｵ rr rr rr rr rr rr
156 ｵｳｺﾞﾝﾆ ﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr rr rr rr
157 ｻ ｷｷﾞﾝﾎﾟ r
158 ﾋｹﾞﾆ ﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr rr rr
159 ﾆｾｸﾛｽ ﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
160 ｲ ｾｷﾞﾝﾎﾟ rr
161 ﾐ ﾐｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
162  ﾝｸﾛｽ ﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
163 ｳﾊﾞｳｵ ﾊ  ｶﾞｳﾊﾞｳｵ rr rr rr rr
164 ﾈｽﾞｯﾎﾟ ﾐ ﾐｺﾌﾞﾇﾒﾘ rr
165 ﾊｾﾞ ﾓﾖｳ ﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr r
166 ﾎ ﾊｾﾞ rr rr rr r
167 ｶﾀﾎﾞ ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr rr rr r rr rr
168 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ rr rr r + rr rr r
169 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr r rr rr rr
170 ｷｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ rr rr rr rr +
171 ｱｶ ﾝｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ rr rr
172 ｺﾊﾞﾝﾊｾﾞ + + rr rr
173 ﾌﾀｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ r rr r + r + r cc
174 ｱｶﾒﾊｾﾞ r r +
175 ﾏﾀﾞﾗﾊｾﾞ rr
176 ﾏﾀﾞﾗｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr rr rr r rr
177 ﾎﾎｽ ﾞ ﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr
178 ﾋﾒ ﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr rr
179  ﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr rr rr rr rr rr rr r
180  ﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 +
181 ﾋﾒﾀﾞ ﾊｾﾞ r +
182 ｵﾄﾒﾊｾﾞ rr rr
183 ｾｽ ﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr rr
184 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr
185 ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ rr rr rr rr
186 ﾍﾞﾆﾊｾﾞ属 rr rr
187 ｿﾒﾜｹｲｿﾊｾﾞ rr r +
188 ｽﾐ ｷｲｿﾊｾﾞ rr
189 ｱｵｲｿﾊｾﾞ rr rr
190 ﾎﾞﾝﾎﾞﾘｲｿﾊｾﾞ rr rr rr rr
191 ﾊ ｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr + + + rr r c
192 ｺﾒ ﾌﾞｲｿﾊｾﾞ rr rr
193 ｱｶﾎ ｲｿﾊｾﾞ rr rr rr rr rr
194 ﾎ ﾋﾚｲｿﾊｾﾞ rr
195 ｲｿﾊｾﾞ属の1種-9 rr
196 ｲｿﾊｾﾞ属 rr r r r rr
197 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
198 ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ c +
199 ｱｲｺﾞ ﾋﾌｷｱｲｺﾞ rr rr
200 ﾊ ｱｲｺﾞ rr
201 ｱﾐｱｲｺﾞ rr
202 ｱｲｺﾞ rr
203 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr rr rr rr
204 ﾏ ﾞﾘｱｲｺﾞ rr
205 ﾌﾞﾁｱｲｺﾞ rr rr
206 ｻﾝｺﾞｱｲｺﾞ rr rr rr rr
207 ｱｲｺﾞ属 rr
208  ﾉﾀﾞ  ﾉﾀﾞ rr
209 ﾆｻﾞﾀﾞｲ ﾋﾒ ﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
210  ﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

 　 2.水色の網掛けは「典型的な種」、緑色の網掛けは「特徴的な種」を示す。

番号 目 科 和名 注目種 St.1 St.2 St.3 St.4
1区間 7区間
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資表 21(4) 魚類調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資表 22 魚類調査結果概要（分類群別種類数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資表 23 魚類調査結果概要（主な出現種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      
　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      
調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後
211 ｽｽﾞｷ ﾆｻﾞﾀﾞｲ ﾐ ｺ ﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
212 ﾋﾚ ｶﾞﾊｷﾞ rr rr rr rr rr
213 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr rr
214 ｺｸ ﾝｻｻﾞ ﾐﾊｷﾞ 典型的な種 rr rr rr rr
215 ｻｻﾞ ﾐﾊｷﾞ 典型的な種 rr rr rr r rr rr rr rr
216  ｶﾞﾆｻﾞ rr rr rr
217 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr
218 ｸﾛﾊｷﾞ rr rr
219 ｵｽ ﾞｸﾛﾊｷﾞ rr
220 ｸﾛﾊｷﾞ属 rr rr
221 ﾌｸﾞ ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ  ﾏ ﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr rr
222 ｶﾜﾊｷﾞ  ﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ 特徴的な種 rr rr rr rr
223 ﾊｺﾌｸﾞ ﾐ ﾐﾊｺﾌｸﾞ rr
224 ﾌｸﾞ  ﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ rr rr
225 ﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ ﾋﾄ ﾞﾗﾊﾘｾﾝﾎﾞﾝ rr

64 82 78 94 84 96 56 85

注）1.rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

 　 2.水色の網掛けは「典型的な種」、緑色の網掛けは「特徴的な種」を示す。

出現種類数

番号 目 科 和名 注目種 St.1 St.2 St.3 St.4
1区間 7区間

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

1区間 7区間

分類群

浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後浚渫前浚渫後

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 3 1 0 1 5 3 2 5 7 7

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 15 19 19 20 19 20 17 13 32 33

ﾍﾞﾗ科 9 9 10 14 10 16 5 7 16 27

ﾌﾞﾀﾞｲ科 3 6 4 4 6 10 3 6 8 14

ﾊｾﾞ科 11 13 16 15 15 12 11 16 26 28

その他 23 34 29 40 29 35 18 38 56 86

合　　計 64 82 78 94 84 96 56 85 145 195

出現種類数
St.3 St.4St.2St.1

調査期日：令和3年6月2、3日　【浚渫前】　　　      

　　　　：令和3年9月28、29日【浚渫後】　　　      

調査方法：5m×5mｺｰﾄﾞﾗｰﾄ周辺30分潜水目視観察  　　　　 

1区間 7区間

和名
浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後 浚渫前 浚渫後

ｽｶ  ﾝ ﾞｸﾀﾞｲ c

ｷﾝｾﾝｲ ﾓﾁ c + cc cc r rr

ﾀｶｻｺﾞ r cc +

ﾆｾﾀｶｻｺﾞ c c cc

 ﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + + cc + cc r

ﾐｽ ﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr + r c + c rr +

 ﾉﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ cc cc

ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + c cc + r

ﾓﾝ ｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + + cc cc + + + rr

ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c + c r + r +

ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + c r + r r rr r

ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ r r r c rr r rr r

ﾌﾞﾀﾞｲ科 + + rr + + + + c

ﾌﾀｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ r rr r + r + r cc

ﾊ ｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr + + + rr r c

ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ c +

c以上出現した種類数 2 3 4 10 0 3 0 4

合　　計 11 13 12 14 10 12 10 11
注）1．主な出現種は、出現個体数がc(51～100個体)以上の種類を示す。

　　2．rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体，c：51～100個体，cc：101個体以上を示す。

St.1 St.2 St.3 St.4
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魚類については、平成 24 年度本委員会において、過年度調査及び既知の生態情報よ

り、｢典型的な魚種｣を 8 種、枝状ミドリイシ群集（サンゴ生育型Ⅰ）に依存した魚種

｢特徴的な魚種｣を 5 種選定している。 

 

資表 24 サンゴ生育型 

生 育 型 生 育 状 況 

Ⅰ 枝状ミドリイシ優占型 

Ⅱ 枝状・卓状ミドリイシ混成型 

 

 

Ⅲ 卓状ミドリイシ優占型 

 

Ⅳ 特定種優占型 

Ⅴ 多種混成型 

 

Ⅵ ソフトコーラル優占型 

・サンゴに占める枝状ミドリイシ類の割合が60％以上 

・サンゴに占める枝状及び卓状ミドリイシ類の合計の割合が 

 60％以上であって、枝状及び卓状ミドリイシ類各々の割合は 

 60％未満 

・指状ミドリイシも含め、サンゴの占める卓状ミドリイシ類の 

 割合が60％以上 

・サンゴに占める上記以外の種もしくは類の割合が60％以上 

・多くの種が混在し、サンゴに占める割合が60％以上の特定の 

 優占種もしくは類がない 

・ソフトコーラルの被度が 60％以上 

 

 

資表 25 魚類の生態情報を引用した文献 

文献名 

①山渓カラー名鑑 日本の海水魚 山と渓谷社 

②決定版日本のハゼ 平凡社 

③動物たちの地球 92 魚類⑧ﾍﾞﾗ・ﾊｾﾞほか 朝日新聞社 

④SUPER FISH WATCHING GUIDE ダイバー 

⑤新星図鑑シリーズ第 1 巻 沖縄海中生物図鑑 魚 新星図書出版 

⑥新星図鑑シリーズ第 2 巻 沖縄海中生物図鑑 魚 新星図書出版 

⑦新星図鑑シリーズ第 3 巻 沖縄海中生物図鑑 魚 新星図書出版 

⑧造礁サンゴの白化とサンゴ食魚類の未来 みどりいし(21)p16-19.2010 

 

 

資表 26 抽出した注目種の生態的特徴及び調査で出現した最小、最大、最頻個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

注目種名 生態的特徴（サンゴに依存した生態情報）
最小

個体数
最大

個体数
最頻

個体数

オジサン - rr + r

ミスジリュウキュウスズメダイ 枝状サンゴの周りに群生、外敵が近づくとサンゴの枝の中に逃げ込む。 rr cc cc

クラカオスズメダイ 枝状サンゴ群集の上方をゆっくりと泳ぐ。 r cc cc

ネッタイスズメダイ 枝状サンゴをすみかとする。 r cc cc

ニセネッタイスズメダイ 枝状サンゴや転石の周辺をすみかとする。 r cc cc

カザリキュウセン 枝状サンゴの周りに多い。 rr cc +

コクテンサザナミハギ - rr cc +

サザナミハギ - rr c r

ミスジチョウチョウウオ ミドリイシ類のポリプ食、幼魚は造礁サンゴの樹間から離れない。 rr + r

クギベラ サンゴの間にいる小動物を捕食する、夜間はサンゴの隙間や岩陰で休息する。 rr + r

クロベラ 枝状サンゴの間を活発に泳ぎまわる、サンゴのポリプを食べる。 rr + r

テングカワハギ 枝状サンゴの間を泳ぎまわる、枝状やテーブル上のミドリイシ属のポリプを専食する。 rr + r

クロソラスズメダイ
死サンゴの骨格などに繁茂してくる糸状の藻類が主食であり､縄張りを持つ。
ミドリイシやコモンサンゴ群集内に生息。

rr cc +

注）rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

典
型
的
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魚
種
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種
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⚫ 典型的な魚種 

 

 

 

 

 

⚫ 特徴的な魚種(枝状ミドリイシ群集に依存した魚種) 

 

 

 

 

 

 

資図 16 典型的な魚種及び特徴的な魚種の選定フロー 

 

 

 

 

 

 

372 種類 

（66 回調査） 

372 種類 

（66 回調査） 

 
出現頻度 

90％以上 

＝60 回の調

査で確認 

 

 
サンゴ生育型

Ⅰ 優 占 箇 所

13 地点 

＝30 回調査 

 

 
生態情報が

既知 

 

5 種類 

8 種類 

9 種類 

典型的な魚
種除く 


